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ハ
イ
デ
ッ
ガ

i
の
閥
心
論
の
基
礎

米

回

庄

太

頁E

緒

百

心
旧
跡
〈
原
働
力
は
倒
心
に
し
て
.
そ
う
し
て
胤
心
に
土
り
て
動
〈
心
と
心
と
の
利
五
作
用
戒
は
相
互
附
保
は
、
併
合
現
象
山
元
素
的
事
貨
で
あ

る
と
一
五
ふ
は
、
余
が
ニ
寸
年
館
以
前
か
ら
余
白
枇
合
平
上
山
根
本
的

H
事
仰
設
と
し
て
立
て
L

居
る
思
想
て
あ
る
。
此
心
仕
事
恨
就
町
、
心
と
心
、
と

白
相
立
作
川
誠
仕
川
百
川
剛
係
を
以
て
、
世
合
現
象
山
一
五
端
的
事
貨
と
H
A
る
部
分
は
、
余
が
列
に
タ
!
ル
V
U
A
び
ジ
ム
メ
ル
の
詑
白
山
都
を
提
け
て
立

て
た
る
、
も
の
で
あ
る
が
、
品
。
原
動
力
量
凶
心
と
且
る
部
品
M

は
、
特
に
ヲ
ッ
ツ
エ
ン
ホ

1
7
ア

i
及
び
ス
モ
ー
ル
の
枕
か
ら
ヒ
シ
ト
を
砕
て
立
て
た

る
も

ω
で
あ
る
。
然
る
に
近
世
時
一
肌
官
邸
a
U
針
品
部
と
し
て

ω
お
肱
副
賞
畑
出
山
肌
h
L
を
担
げ
ん
せ
ん
と
す
る
に
日
っ
て
も
、
会
は

γρ
リ
刷
心
を
以
て
そ
れ

山
基
礎
と
H
品
る
判
訓
話
を
立
て
ん
と
企
だ
て
h

居
る
の
で
あ
る
。
(
本
雑
誌
本
年
八

H
腕
抑
制
参
考
)
例

L
其
串
山
場
合
に
於
て
位
、
余
は
剛
山
白
紙
窓

を
科
態
的
に
抑
制
定
す
る
だ
け
に
止
め

C
居
る
o

是
れ
金
は
批
脅
単
位
哲
平
的
一
単
科
℃
は
た
(
、
一
山
科
部
と
し
て
建
設
さ
る
引
き
も
の
左
考
へ
て

肘
る
か
、
b
て
あ
る
。
さ
れ
ど
金
は
科
山
中
と
し
て
批
合
同
中
を
建
設
せ
ん
と
す
る
止
制
時
に
、
之
れ
と
封
立
的
に
聯
新
さ
せ
て
耐
合
判
み
を
も
砧
段
せ
ん

と
企
だ

C
L
肘
る
。
H
M
4

れ
有
人
は
枇
骨
現
ト
却
に
就
て
科
車
内
知
識
を
侍
る
だ
け
で
決
し
て
揃
足
す
る
も
白
で
な

f
、
国
に
背
略
的
知
鵡
を
も
必
然
的

に
頃
求
す
る
か
ら
て
あ
り
、

B
ヲ
文
科
単
と
し
て
の
世
命
事
目
献
立
は
、
之
れ
と
劃
立
的
に
聯
結
す
る
叫
A
W
甘
排
出
確
立
に
よ
っ
て
、
始
め
て
正
副

ι成
就
さ
れ
得
る
も
の
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
枇
曹
皐
に
於
て
胤
心
を
根
本
的
に
哉
と
も
革
製
脱
す
る
会
に
あ
り
て
は
、
枇
令
官
単
に
於
て
も
凶
心
は
ヤ
ρ

り
組
本
的
に
故
'
と
も
訪
問
世
な

A

イ
デ
ツ

S
F
U
闘
心
論
。
基
礎

五

」
" 



ρ

イ
ダ
ツ
ガ

i
m
一
関
心
誠
白
基
嘩

，、

る
も
山
り
と
苦
へ
ら
れ
る
山
は
市
然
ど
あ
る
Q

か
〈
て
告
は
凶
心

ω
杵
皐
的
考
先
に
も
亦
大
に
窓
聖
油
い
で
居
た
。
そ
う
し
て
ス
モ
ー
ル
が
共

ω
闘
心

論
白
押
位
向
悲
礎
と
す
る
と
屈
は
れ
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ズ
ム
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
{
、
涯
頃
オ
ツ
ペ
ン

ρ

イ
マ
ー
が
其
山
…
附
心
論
山
哲
m
早
的
基
礎
と
ナ
る

と
瓜
は
れ
る
ゲ
ッ
テ
ン
ゲ
ン
ほ
山
ド
ル
ソ
ン
自
前
も
考
究
し
た
。
併
L
何
れ
も
余
を
満
足
さ
せ
栂
る
も
白
で
な
い
こ
と
を
佳
っ
た
o

々
れ
で
余
は
自

か
ら
雌
近
叫
揃
設
や
仙
尚
凶
山
山
崎
同
山
中
に
、
制
心

ω
科
離
的
解
岬
仲
を
求
め
て
附
る
が
、
ま
だ
揃
足
な
結
論
に
到
達
し
て
ほ
な
い
o
然
る
に
腕
栂
四
品
川
中

山υ
制
苗
者
と
公
は
る
i

A

ρ

イ
↓
ア
ッ
ガ
1
山
此
近
省
出
向
日
戸
ロ
ι
N
O
H

召
吋
)
を
民
文
岡
田
幾
多
郎
博
づ
か
ら
借
川

L
て
一
泊
す
る
に
、
同
氏
仕
到

抗
有
山
人
質
請
と
し
て
刷
心

2-m
印
。
品
。
)
圭
詳
論
さ
れ
て
川
る
が
、
川
口
ゆ
印
。
占
α
白
枇
九
日
ゅ
は
金
山

E
Z呂
田
O

川
口
蹴
念
ー
と
大
凶
上
一
致
し
て
日
る

か
ら
、
同
氏
山
印
O
百
四
刊
の
相
思
的
仙
川
稗
は
余
白
目
白
石
日
ω目
白
拠
私
自
背
剛
中
的
解
仰
悼
の
ょ
に
、
大
な
る
光
を
典
へ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
曲
目
。
、

正
に
円
以
新
山
解
糊
副
島
棋
は
会
山
枇
合
早
及
び
枇
曾
哲
郎
ザ
山
幸
先
山
上
に
、
非
常
に
有
盆
な
る
扱
助
を
拠
へ
る
も
山
一
な
る
を
怯
リ
、
脚
純
衰
弱
と
時

ひ
っ
、
1

H屯
れ
玄
て
内
自
分
。
叫
川
先
に
新
し
き
泊
陥
を
典
へ
ん
と
、
け
叫
…
悩
み
つ

L
あ
る
ん
，

H
山
私
は
、
大
な
る
川
崎
悦
を
感
じ
た
山
で
あ
る
。
そ
れ

と
余
は
始
品
本
山
酬
に
於
て
は
他
山
川
胤
を
柿
ず
る
計
宜
で
あ
っ
た
が
、

H4
に
一
社
主
を
鑓
じ
て
ハ
イ
デ
グ
ガ
i

o
醐
心
論
を
約
越
し
押
仰
す
る
と
と
L

L
た
山
で
あ
る
o
然
る
に
同
氏
印
刷
心
論
を
了
附
す
る
に
川
、
先
づ
以
C
両
氏
の
鮮
側
柑
叫
品
目
ら
4

般
的
立
場
を
出
国
り
、
民
に
同
氏
が
山
間
心
九
川
を
論

法
す
る
前
に
訓
越
さ
れ
て
川
る
川
品
却
山
一
般
を
心
伴
て
世
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
そ
れ
で
先
づ

m
E
ロ
日
五

N
E
"
の
作
諭

A
V刷
心
怖
に
先
立

つ
五
ヰ
山
大
型
を
越
べ
る
こ
と
L

じ
た
o

然
る
に
同
氏
山
田
村
山
内
柑
新
な
る
が
結
め
、
同
氏
は
之
走
説
越
す
る
泊
め
に
多
蜘
山
新
術
語
を
泣
リ
、
日

つ
話
術
誌
を
川
氏
削
村
山
詰
昧
に
仲
川
し
て

M
る
か
ら
、

1
H
の
思
想
以
d
僚
組
難
解
で
あ
る
か
ら
、
車
に
者
円
山
任
論
と
r
R
辛
と
を
合
す
る
と
、
大
方

紙
肝
凡
十
'A
を
山
め
て
川
る
か

L
、
僅
か
な
紙
政
ど
は
北
山
柚
大
掛
だ
け
一
し
も
描
べ
る
事
は
山
車
な
い
。
そ
れ
で
己
を
符
ず
、
本
拙
に
於
て
は
右
心

一
片
山
川
と
正
常
と

ω
川
聞
大
掛
を
、
「
ハ
イ
ヂ
ツ
ガ

1
白
刷
心
泊

ω
基
礎
」
と
処
し
て
祉
過
し
、
刷
心
諭
共
者
の
詑
遮
は
岳
山
酬
に
謀
る
こ
と
為
し
た
り
で
あ

る
。
但
し
同
氏
山
新
術
語
宇
又
新
し
き
「
品
川
咋
に
川
ひ
ら
札
た
る
詰
術
品
在
、
越
前
に
邦
語
「
』
課
す
る
こ
と
は
甚
だ
闘
排
て
あ
る
山
ピ
、
余
の
僻
nリ
凶

識
語
に
は
一
一
々
、
原
認
を
附
け

C
世
〈
O

仙
ほ
同
氏
の
思
想
は
偽
棺
師
併
と
あ
る
か
ら
、
余
が
ま
だ
充
分
に
了
解
て
情
な
い
庖
が
あ
る
か
も
開
札
な

V

0

1

つ
崎
大
川
世
主
越
べ
ん
と
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
拙
者
が

T
M酢
に
菅
ま
れ
る
蕗
が
あ
る
か
も
知
れ
古
九
件
L
共
山
内
に
は
我
岡
田
背
地
主

川
家
に
よ
り
て
詳
し
〈
相
介
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
か
な
本
稿
に
よ
っ
て
は
只
ρ

イ
デ
ツ
ガ
ー
の
思
想

ω
田
畑
加
を
阜
ぶ
だ
け
で
、
満
且
き

一''''-，



れ
る

ζ

と
を
説
者
に
望
む
。
向
ほ
0HA百
身
も
今
後
側
々
の
問
題
に
就
て
同
氏
心
思
想
を
詳
し
〈
評

備
し
て
、
以
て
余
山
枇
官
哲
町
四
千
及
び
枇
骨
阜
の
建
設
の
助
け
と
し
た
い
と
以
ふ
。

貫

題

在

-E3
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質
花
問
越
(
品
目
何
回
日
日
官
官
、
色
。
『
日
常
D
p
n
『
含
目
印
o
r
H
)
詳
し
く
一
五
へ
ば
寅
在
の
意
味
の
問
題
(
色
o
p
仰
向
。

E
n
r
庁
目
的
一
5
4
0
p
m
o
一
口
)
は
、
#
日
与
の
法
本
間
組
で
ゐ
品
。
き
れ
ば
此

ω問
題
を
精
舷
に
決
定
し
.
且
つ
之

を
解
決
す
る
方
法
士
明
怖
に
規
定
す
る
一
」
正

μ
、
皆
川
ャ

ω
最
ピ
も
根
本
的
な
準
備
仕
事
で
あ
る
つ

今
問
ひ
或
じ
問
題
一
般

ω形
式
的
構
肌
叫
に
従
ム
て
考
ふ
れ
ば
、
賢
在
問
題
仁
於
て
先
づ
問
は
れ
て
居
る
も
の

ヂ
イ
ン

は
貰
ト
仕
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
間
は
れ
て
居
る
も
の
郎
も
質
庇
に
於

τ、
本
来
志
PM
さ
れ
て

(
血
自
の
め
中
山
間

Z
)

居
る
も

ω、
戒
は
悶
ひ
が
日
総
正
す
る
も
川

(ι
自
問
色
町
兆
円
。
)

で
ゐ

は府
H
在
山
一
意
味

(ι
耳
目
宮
ロ

ぐ

o
p
m
E，p

る
。
然
る
に
ム
買
い
壮
乙
は
W
M
r
杭
者
(
印
日
m
E
E
)
'
T
貫
一
壮
者
込
し
て
規
定
す
る
町
民

ωも
ω、
即
L
W
H
一
壮
者

ω
賞五札

(
ι
E

印氏ロハ凶
2
印
E
E
H
白
内
ロ
)

で
あ
る
。

加
〈
て
-
対
有
問
題
に
於
て
「
就

τ悶
μ
れ
て
居
る
も
の
」
(
仏
自
国
内
宮
町
内
町
)
は
賞

Z
L
点
主
ト
セ

J
〉
、
ノ

Z
1
j
J
u
t
u一

m
E
自
己
0

日
百
島
)

で
あ
る
。

つ
ま
ち
質
在
問
題
に
於
て
は
、
質
在
者
が
を
れ
山
り
…
質
在
仁
一
於

(ι
自

τ問
は
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
o

然
る
に
質
在
岩
の
質
在
の
特
性
が
、
改
離
さ
れ
宇
に
奥
へ
ら
る
可
〈
は
・

そ
れ
は

質
在
者
に
於
て
ゐ
る
が
ま
、
に
接
近
し
得
ら
れ
ね
ば
な
ら
泊
。

hr
〈

τ質
在
問
題
は
、
並
(
の
就

t
問
は
れ

τ居
る

ρ

イ
デ
ツ
カ
ー
の
幽
心
諭

ω
基
礎

t 
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ハ
イ
4
7

ツ
ガ
ー
の
脚
心
諭
白
基
礎

λ 

も
の
、

即
ち
賞
在
者
に
接
近
す
る
正
賞
な
る
仕
方
或
は
途
の
存
す
る
こ
正
、

及
び
強
め
之
ケ
磁
定
L
て
置
〈
'
』
正

を
要
求
す
る
o

然
る
に
苔
人
以
多
く
り
も
り
を
、

叉
純
々
な
る
意
味
に

τ祈
る
、

戒
は
質
在
す
る

(
凶
作
目
自
民
)

ご
云
ム
o

そ

で
左
内
問
題
が
地
る
。

即
ち
何
れ

ω-貨
在
者
に
就
て
、
資
在
川
り
意
味
M
Y

誠
み
出
き
る
可
き
が
。
賞
在
に
接
返
す
る

に
は
何

μ
の
質
↑
仕
者
を
出
俊
蛸
ご
し
て
港
ふ
可
き
か
。
共

ω出
俊
鮎
は
任
意
に
定
め
ら
れ
る
も

ωで
あ
る
か
、
又

は
一
定

ω寅
在
者
が
本
来
後
位
を
有
す
る

ω
で
ゐ
る
か
。
品
山
り
模
範
的
な
質
在
者
(
告
白
日

日
日
目
立
山
口
目
ro

m
m
wロ
品
。
)
は
何

μω
質
在
者
で
あ
る
か
、

ヌ
其
川
山
一
質
在
者
は
如
何
な
る
意
味
に

τ偽
位
を
布
す
る
か
。

今
上
に
述
べ
し
蕗
に
よ
b
て
考
ふ
れ
ば
、
質
在
問
題

ω精
紋
(
〉
ロ
包
吾
氏
門
戸
呂
町
)
は
質
在
を
注
腕
す
る
仕
方

ω
解

朋
、
意
味
の
了
解
及
び
概
念
的
把
捉

ω仕
方
の
解
明
、
模
範
的
な
質
在
者

ω正
賞
な
る
選
採
凶
可
樋
性
の
調
整
、

此
賞
在
者
に
接
返
す
る
異
質
な
る
仕
方
を
明
か
に
す
る
こ
't
等
を
要
求
す
る
G

然
る
に
此
等
の
説
明
は
問
ふ
こ
正

(
仏

E
F
μ
明
白
)
の
桃
成
的
諮
雄
度
に
し
て
、
か
く

τ
一
定

ω質
在
者
、
郎
ち
五
日
人
問
ふ
も
の

(色。

町
己
悶

2
品。ロ)

が
常
仁
夫
れ
で
ゐ
る
践
の
賞
在
者
の
質
在
諸
様
相
(
印
内
向
日
目
。
島
)
で
ゐ
る
。
古
川
い
ば
質
夜
間
胞
の
精
錬
は
先
づ
一

の
質
在
者
的
も
問
ム
も
の
を
・

そ
れ
の
賞
在
に
於
て
透
明
な
ら
し
め
る
こ
ピ
を
要
す
る
。
今
ぞ
う
し
て
再
々
は
比
の

質
在
者
(
却
も
一
世
人
自
身
が
常
に
夫
れ
で
ゐ
る
蕗
の
、
叉
就
中
間
』
こ
ご
り
封
在
可
能
性
を
有
す
る
u

践
の
、
此
の

質
在
者
)
を
・
術
語
的
に
説
冒
賀
在
官
官
ロ
目
。
r
H
)

ご
云
ム
。

か
(
τ
質
在
の
意
味

ω明
亮
明
微
な
問
題
設
定
以
・

----J 
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右
仁
述
べ
!
蕗
に
よ
り
て
、

ダ

ヂ

4
シ

現
町
在
的
特
牲
を
有
jw
品
質
布
者
以
、

質
在
問
題
仁
於
て
甚
に
重
要
日
る
も
的
で

一
の
質
在
者
卸
も
現
質
在
を
そ
れ

ω賞
在
に
闘
し

τ、
議
術
的
に
適
切
に
解
明
す
る
噂
】
子
ぜ
要
求
す
る
の
で
ゐ

る
O 

あ
る
こ
ど
が
知
ら
れ
る
。
併
L
そ
れ
に
り
で
は
ま

r現
府
民
在
が
、
質
花
問
題
に
於
て
優
位
を
有
す
る
こ
ピ
が
諮
明

古
れ
て
居
な
い
。

そ
れ
で
』
イ
デ
ツ
カ

1
氏
は
先
づ
本
惜
論
上
或
は
質
在
山
中
上

(
O
E
O
-
o四日
H
M
)

か
ら
見

τ.
次
に

本
館
的
成
は
賞
在
的

f
o
p
去
の
ど
に
見
1
、
現
行
在

ω
優
位
を
諭
詮
ぜ
ん
ご
し
て
居
る
o

要
す
る
に
同
氏
以
現
W
H

在
は
允
づ
本
健
的
戒
は
封
在
的
総
位
L
E
有
し
・
弐
に
本
館
論
的
優
位
を
有
す
る
-
己
一
秘
的
、

EKl
現
賀
ド
仕
は
現
W
M
在

的
で
な
い
一
切

ω封
在
者
ぜ
も
了
解
す
る
も
り
で
ゐ
る
か
ら
・
そ
れ
は
一
切
り
本
陣
論
り
可
能
性

ω本
慌
的
本
館

論
的
保
件
己
し
一
1
、
第
一
二
の
優
位
乞
宿
す
る
も
の
己
認
め
る
o

ぞ
う
し
て
か
く
て
現
到
在
は
一
切
的
他
的
資
在
者

に
先
主
も

τ、
本
組
論
的
に
先
つ
第
一
次
的
に
、
「
就

τ問
は
る
」
可
き
も
の
な
る
を
、
明
か
に
せ
ん
，
F
し

τ居
る

の
で
あ
る
。
備
は
同
氏
的
考
へ
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
寅
在

ω意
味
山

vm秤
が
問
題
正
吉
れ
る
に
於
一
工
は
、
現
質
在
は

菅
に
第
一
次
的
に
、
就

τ悶
は
る
可
き
質
在
者
で
あ
る
に
け
で
な
く
、
真
じ
そ
れ
の
質
在
に
於
て
、
阪
に
此
山
間

ら
ば
品
仙
の
質
在
者
郎
も
現
・
貨
在
は
如
何
に
し
て
接
近
さ
れ
、

且
つ
了
解
的
解
蒋
に
於

t
査
諮
百
る
可
き
か
o
~、

イ

L 

題
に
あ

h
て
問
は
れ
る
も
の
ご
関
係
す
る
践
の
・
質
在
者
で
あ
る

ωで
あ
る
。

3τ
以
上
越
ぺ
し
践
に
よ
ム
リ

τ、
貨

在
問
題
に
於
て
先
づ
第
「
次
的
に
就
て
問
は
る
可
き
寅
在
者
は
、
現
質
在
で
あ
る
-
、
ご
が
明
か
仁
さ
れ
た
が
、
然

ρ

イ
一
ア
ツ
ガ
ー
の
闘
心
請
の
基
礎

ブL

f~'. ， 



ハ
イ
ヂ
ツ
ガ

1

0
幽
品
論
の
基
礎

O 

ダ

ツ

ず

1
氏
は
W
H
夜
問
題
心
情
株
に
於
付
る
二
重
任
務
、
」

L
て
之
を
論
述
し
て
居
る
が
、
其
の
一
は
同
氏
が
「
質

在
り
怠
味
一
般
の
併
制
枠
内
一
矯
め
に
掛
田
介
eT
明
が
仁

t
る
一
一
ご
正
し
て
り
、
現
貰
在

ω
本
世
論
的
H
T
抗
論
」
芭
捕
す

る
も
ゆ
に
し
て
、
民
山
二
は
同
氏
が
「
本
慨
諭

ω殿
山
弘
山
山
被
疑

ω任
務
」
ご
郁
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

ρ
f
Jア
ソ

グ

l
氏
が
#
同
川
府
干
の
根
本
問
題
吉
見
る
賞
一
壮
問
題
戒
は
・
質
在
意
味
問
題
己
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

炉
、
又
同
氏
は
如
何
に
し
て
之
を
研
先
せ
ん
ぜ
す
る
か
は
、
以
上
越
べ

L
蕗
に
よ
b
て
大
健
上
掲
示
し
た
ご
忠
ふ

が
、
然
ら
ば
同
氏
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
、
之
を
研
究
せ
ん
記
す
る
め
で
あ
る
か
。

羽
一
象
撃
的
万
一
法

A
f
Jプ
ヅ

ポ

1
氏
が
討
花
問
問
成

υ-N庇
ω
意
成

ω
問
M
叫
ん
U

関
山
九
に
於
一
1
用
ひ
ん
ご
寸
る
方
法
は
、

現
象
的
中
的

方
法
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
附
氏
が
現
象
問
中
的
、
」
郁
す
る
は
如
何
な
る
も
の
で
ゐ
る
か
。

同
氏
の
云
ム
蕗
に
よ
れ
ば
、
現
象
曜
は
一
の
立
場
Lγ

瓦
除
す
る
も
の
で
も
、
亦
一
の
方
針
を
意
味
す
る
も
の
で

も
な
七
何
よ
;
第
一
に
一
の
引
が
J

僻
討
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
う
し
て
現
象
号
」
一
王
名
称
は
、

「
常
悌
其
物
へ
」

(
E
ι
S
E
n
-
H
2
2
5
2
ピ
一
苫
ふ
一
原
則
を
表
彰
ず
る
も
の
、
即
ち
一
切
り
限
空
的
構
想
や
偶

然
的
品
目
見
な
排
尿
L
、
又
只
見
砂
上
指
明
苫
れ
一
一
し
居
る
だ
け
山
概
念
全
受
げ
容
れ
る
こ
Z
に
反
吋
し
、
又
叶
喧
々
幾

シ
ヤ
4
ン

y
ラ
'
グ

世
代
を
通
じ
て
「
問
題
」
と
し
て
重
要
視
さ
れ
来
札
る
恨
問
題
を
排
斥

L
1
、
常
馴
阻
北
J

物
守
摘
ま
A
H
t
す
る
ζ

Z

.. ~'." 



を
意
味
す
る
り
で
あ
る
o

今
現
象
山
中
司
E
B
E
E
o
一O向
日
ご
云
ム
訟
は
、
]
忠
臣
ロ
O
B
E
Z
H
O凶
S
ご
的
ニ
話
よ
h
成
る
が
、

此
等
の
二
一
詰

は
希
耐
笠
岡
山
吋
『
弘
同
戸
b
E
E
s
t
-。四
s
t
r
ら
古
都
れ
る
も
り
で
あ
る
o

か
〈
て

]
-
E
E
E
B。
{O四
日
の
基
礎
概
念

は
、
]
出
巨
門
戸
。
ヨ
自

J瓦
ぴ

]。向。
ω

の
二
諸
に
よ
り
て
怠
味
さ
れ

τ居
ゐ
も
の
の
特
質
附
げ
、

-
A
ぴ
此
等
二
誌
か
ら
合

成
古
川
い
た
る
名
秘
的
意
味

ω確
定
に
よ
h
て、

明
hr
に
九
る
可
、
き
で
あ
る
。

HirEC司
自
の
旅
立
問
た
る
柿
脱
語

ω
]江戸山百小日
30-M
は
白
か
ら
そ
現
は
す
も
の
、

白
か
ら
現
は
晶
、
も
の
、
ゐ

か
ら
さ
ま
の
も

ω等
を
意
成
す
る
。

か
く

τ現
象
]
U
E
E
。
日
自
己
云
ム
訴
の
意
味
は
、

其
山
り
も

ω自
身
に
於
て
白

か
ら
ゼ
現
は
す
も
の
(
且
包
盟
会

E
a
H
F
E
t
ω
0
5拝。
N
E四
2
ι
ω
)
、
あ
か
ら
さ
ま
内
も
の
(
《
凶

E
O
R
ω
口
町

ω日
)
ご
一
式
ム

一
』
己
で
め
る
。

3
U
ば
現
象
(
徒
数
名
詞
)
正
以
明
か
じ
呪
は
さ
れ
得
る
も

ω
、
総
穂
、

希
臓
人
が
時
に
は
簡
単
-
に

問。
J
、
ロ
宮
(
質
在
者
)
ピ
同
一
制
す
る
も
の
、
一
組
組
で
め
る
。
然
る
に
貨
在
者
は
そ
れ
に
接
近
す
る
仕
方
凶
如
何
に

際
じ
て
、
何
々
な
る
成
式
に
於
て
そ
れ
自
身
に
就

τ白
川
ら
を
現
は
し
得
る
o

或
場
合
に
は
夫
れ
自
身
に
於

τは

省
ら
ぬ
も
の
を
有
る
ご
し
て
、
白
か
ら
を
現
U
す
こ
ぜ
き
へ
も
あ
る
o

吾
々
は
賞
在
者
が
右
の
如
〈
に
白
か
ら
を

現
は

f
ニ
ι'一
宮
両
副
知
主
主
。
そ
フ
し

τ現
象
学
に
於
一
1
現
象
、
」
云
ム
は
、
夫
札
自
身
に
於
て
ゐ
る
が
ま
、
に

白
か
ら
を
現
は
す
も
の
を
‘
意
味
す
る
の
で
ゐ
る
o

次
に
回
ゴ
ー
の
意
味
を
擁
定
す
る
こ
ピ
が
肝
要
で
ゐ
る
。
今
ロ
ゴ
A

の
原
義
以
語
る
こ
ど
で
ゐ
る
o

そ
う
し
て

円

4
4ア
ソ
ガ
ー
の
附
品
論
の
甘
酢
礎

L 
" 'ー



ハ
イ
ヂ
ツ
カ
ー
の
刷
心
論
白
基
礎

諮
る
こ
ご
、
し
て
の
ロ
ゴ
ス
は
つ
ま

h
、
語
ら
れ
て
居
る
或
物
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
ζ

ピ
、
戒
は
語
ら
れ

τ居

る
或
物
を
夫
れ
自
身
か
ら
見
ゼ
る
-
』
子

か
(
の
如
(
語
る
'
】
ピ
、
ご
し
て

ω
ロ
ゴ
ー

ω機
能
は
、

或
物
を
明
か
に
見
ゼ
る
-
』
ご
或
は
ゐ
か
も
さ
ま
じ
す
る
-
】
乙
で
あ
る
か
ら
、

U

ゴ
ス
は
総
合
の
緋
地
形
式
ー
が
」
有
す

る
。
一
見
に
ロ
ゴ
旦
は
見
世
る
ニ
吉
、
ゐ
か
ら
さ
ま
に
す
る
こ
ど
で
ゐ
る
が
依
に
、
夫
れ
は
奥
質
叉
は
雌
偽
で
ゐ

h

得
る
o

そ
う
し
℃
ロ
ゴ
λ

の
異
質
一
二
五
ふ
は
、
諮
ら
れ
て
居
る
賞
在
者
を
そ
れ
り
隠
れ
て
居
る
こ
ど
か
ら
引
き
出

し
、
隠
れ
工
居
な
い
も
の
己
し
て
見
せ
る
孟
正
、

あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
守
二
」
を
志
味

L
、
叉
ロ
ゴ
λ

の
雌
偽
正
一
五

ム
は
、
隠
〈
す
、
礎
ふ
正
一
五
ふ
意
味
に
て
欺
く
こ
ご
、
或
物

tJ此
物
ら
し
〈
見
せ
が
け
、

h
r
(
て
夫
れ
が
有
ら
ぬ

或
物
記
し
て
犬
れ
を
表
示
す
る
ζ

ピ
で
ゐ
品
。
向
ほ
U

ゴ
ス

ω機
能
は
成
物
を
卒
庇
仁
共
の
怖
に
見
せ
る
こ
ご
、

ゐ
か
ら
さ
ま
に
す
る
-
』
ご
で
め
る
か
ら
、

ロ
ゴ
ス
は
理
性

'ZA味
し
符
る
。
瓦
に
口
一
コ
ス
は
官
に
語
る
ご
一
五
ふ
意

味
仁
周
ひ
ら
れ
る
V
H
り
で
な
く
、
又
一
語
ら
れ
て
居
る
も
の
、
め
る
が
ま
、
に
星
一
不
コ
れ
て
居
。
も
の
ぜ
一
去
し
意
味

に
も
川
ひ
ら
れ
、

そ
う
し

τ此
的
語
ら
れ
て
居
る
も
の
、
J

ゐ
る
が
ま
、
に
星
一
不
苫
れ
て
尉
ゐ
も
り
ど
一
式
ふ
は
.
'> 

ま
九
リ
抽
拙

τ語
る
こ
古
川
り
根
祇
に
阪
に
ぶ
在
す
る
も
的
に
外
は
ら
ぬ
か
ら
‘
語
ら
札
て
居
る
も
り
ご
し
て
の
ロ
ゴ
ス

は
‘
基
礎
・
理
由
を
意
味
す
る
o

終
b
に
話
ら
れ
て
居
る
も

ω
Z
L
て
り
ロ
ゴ
ス
は
叉
‘
或
物
己
的
聞
係
に
於
て

あ
か
ら
古
ま
仁
さ
れ
て
居
る
成
物
と

L
て
、
語
ら
れ
居
る
も
の
を
其
山
関
係
性
に
於
て
意
昧
l
得
る
か
ら
、

p 

ゴ
旦
は
閥
係
(
回
目
町
内
ロ
ロ
四
四

E
仏
〈
ω
岳
民
主
ω)

の
意
味
を
も
有
す
る
υ

""'. 



苫

τ以
上
現
象
及
び
事
に
就
て
通
ぺ
来
り
し
事
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
現
象
皐
ご
は
つ
ま
b
現
象
を
夫
れ
自
身
h
r

ら
ゐ
か
ら
さ
ま
に
す
る
一
、
官
、
詳
し
〈
一
五
へ
ば
白
か
ら
を
現
は
す
も
の
を
・
夫
れ
自
身
か
ら
現
は
れ
る
が
ま
、
に

夫

μ
白
身
か
ら
見
せ
る
守
』

t
.
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
こ
E
で
ゐ
る
o

円
疋
れ
現
象
的
学
己
云
ム
名
都
が
拠
へ
る
研
兜

ω

形
式
的
意
味
に
し
て
、

「
常
他
共
物
へ
」
(
N口
弘

g
r
n
F
E
E
-
E
C
を
意
味
す
る

に
外
な
ら
泊
。
然
ら
ば
、
現
象
的
学
が
「
見
せ
る
」
可
出
、
或
は
あ
か
ら
さ
ま
に
す
可
き
も
の
正
は
何
で
ゐ
る
が
o
即
脚

つ
ま
り
苫
さ
に
遁
ぺ
し
如
〈
、

れ
た
る
意
味
仁
て
現
象
」
都
せ
ら
る
可
き
色
の
は
叶
円
で
あ
る
か
。
夫
れ
は
つ
ま
り
最
初
に
叉
大
抵
は
ま
さ

L
〈
白

か
ら
を
現
は
さ
な
い
も
の
、
詳
し
〈
一
再
へ
ば
段
初
に
又
大
抵
は
臼
か
ら
を
現
は
す
も
の
に
謝
し
て
隠
〈
れ
て
目
的
る

一炉、

L
か
も
同
時
に
、

最
初
に
又
大
抵
は
白
か

ιを
現
は
す
も

ω
に
本
質
的
に
厨
l
、
か
(
て
そ
れ

ω九
打
球
及
ぴ

理
山
を
確
立
す
る
或
物
で
ゐ
る
o

然
る
に
右

ω如
〈
に
隠
れ
て
居
。
も
り
三
五
へ
ば
、

そ
れ
は
司
匂
的
叉
か
の
賞
在

者
で
な
〈

L
て
‘
質
在
者
り
貸
在
で
あ
る
。

か
〈
て
現
象
皐
が
封
象
正
し
て
掴
む
も
の
は
、
出
品
在
者
り
-wH在
で
め

る
Q

そ
ヲ
し
て
現
象
事
正
は
つ
ま
b
そ
れ
的
劃
象
」

L
1
掴
的
る
質
在
者
り
質
在
を
、
町
山
都
新
記
U

品
川
山
一
応
臨
叩
即
応

に
規
定
す
る
方
法
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

か
(
て
本
館
論
は
只
現
象
町
中
ご
し
て
の
み
可
施
で
ゐ
る
。

ー“-幽幽地a幽岬世圃岨・凶

に
於
て
把
捉
せ
ん
ご
寸
る
仕
方
或
は
方
法
を
意
味
す
る
も
の
.
又
本
他
論
山
り
主
題
ご
な
る
可
き
も
の
を
、
設
一
市
的

現
象
の
現
象
率
的
概
念
は
、
白
か
ら
を
現
は
す
も
の
芭

L
て
の
質
在
者
の
賞
在
-

tザ
イ
フ

4
カ

ヂ

ヨ

E

ネ

&

ヂ

リ

7
r
p

諸
麺
化
、
及
び
ぞ
れ
の
訪
減
一
生
物
を
意
味
す
る
Q

ぞ
れ

ω
意
味
、

そ
れ
の

ヲぞう

L
て
白
か
ら
を
現
は
す
ご
云
ふ
-
』
ピ
は
、

決
し
て
任

仁土 一

ハ
イ
ヂ
ツ
ガ
ー
の
耐
心
諭
四
基
礎
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ハ
イ
ヂ
ツ
ガ
!
の
刷
心
論
的
基
礎

四

意
的
な
こ
ご
で
も
.
倫
は
さ
ら
ぬ
白
島
氏
岡
田
ロ
す
る
3

己
云
ふ
こ
ご
で
も
な
い
。
質
在
者
の
質
在
は
そ
れ
的
背
後
に
、

夫
れ
ど
本
質
的
に
異
な
れ
る
或
物
が
存
立
す
る
ご
一
五
ふ
様
な
或
物
で
は
な
い
o

併
現
象
正
な
る
可
き
も
の
が
、

そ
う
し
て
現
象
は
最
初
に
叉
大
抵
は
典
へ
ら
れ
て
居
な
い
か
ら
、
此
蕗

隠
れ
て
居
る
正
一
疋
ふ
こ
正
は
め
ち
得
る
。

に
現
象
半
が
必
要
ど
な
る
の
で
あ
る
o

陪
陥
〈
れ
工
肘
る
ご
一
五
七
回
ど
が
印
も
「
現
象
」
の
掛
照
似
念
で
あ
る
。

却
結
府
民
質
的
に
見
れ
ば
、
現
象
山
中
日
貨
在
者
的
資
在
山
一
向
学
的
L
，
質
存
山
学
或
は
本
健
論
で
あ
る
o

そ
う
し
て
本
館

論

ω任
務
h
r
e
h
考
ふ
れ
ば
、

一
の
基
本
的
本
健
論
、
郎
も
本
館
論
的
本
館
的
に
卓
越
せ
司
令
質
在
者
、
現
封
在
を
主

題
J
G
な

L
、
か
〈
て
根
本
問
題
た
る
W
H
在
山
意
味
一
般

ω問
題
に
直
而
す
る
本
館
論
が
、
必
要
で
め
る
割
以
明
白

で
ゐ
る
。
然
る
に
今
此
凶
悲
本
的
本
館
論

ω研
究
か
ら

L
τ
、
現
象
山
中
的
記
述
り
方
法
的
怠
昧
は
つ
ま
b
解
秤
で

ゐ
る
誌
が
覧
ら
れ
る
o

現
質
在
的
J

現
象
川
干
の
「
い
コ
旦
」
は
解
秤

ω
特
性
、
郎
も
質
在
の
国
有
意
味
及
び
現
武
紅
白

九
月

ω質
在
の
基
本
桃
浩
一
炉
、
現
封
庇
謀
者
に
局
す
る
百
十
壮
了
解
に
、
依
て
以
て
表
明
さ
れ
る
鴎
山
解
粋

ω特
牲
を

有
す
る
o

要
す
る
に
現
封
在
的
現
象
的
学
は
解
科
卒
(
同
日
日

5
2巴
片
)
で
あ
る
o

然
る
に
質
在
的
意
泳
M
A
び
現
封
在

の
恭
本
構
造
の
附
明
仁
依
工
、
現
封
在
的
で
な
V
W
A
在
者
の
一
切
山
本
髄
論
的
研
究
に
相
到
し

τ、
腕
界
が
闘
が
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
m
川
枠
内
学
は
岡
山
に
叉
、
総
て
の
本
側
論
的
研
究
め
可
能
性
の
僚
件
を
精
献
す
る
さ
一
五
ふ

エ
考
沙
'
A

ナ
ン
ツ

意
味
に
於
て
の
「
解
柑
枠
組
干
」
で
ゐ
る
。
終
h

リ
仁
現
時
μ
在
は
一
切
の
質
在
者
に
制
到
し
て
、
存
在
の
可
格
性
に
於
げ
る

質
在
者
正

L
て
本
艦
翰
的
優
位
を
有
す
る
か
ら
、
解
秤
町
中
は
現
封
在
の
貨
在
の
解
秤
ご
し
て
、
存
在
の
理
論
存
在

"i:f". ， 



主
「
現
・
知
在
が
し
か
じ
か
民
間
似
し
招
る
蕗
山
、
又
山
市
に
如
何
慌
に
酔
刷
何
附
す
る
島
由
賀
在
持
者
を
、
苦
々
は
存
在
肘
旦
ω
円
。
自
主
式
ふ
。
存
在
は
ジ

事
/
ツ
カ
師
側
む
或
日
程
す
る
i

三
五
ふ
株
式
に
於
て
、
H
U
而
の
現
抗
杭
川
一
物

F
U
M世
則
さ
れ
る
。
E

存
非
ル
位
川
は
常
に
、
存
杭
す
る
こ
と
品
事
に
よ

り
て
問
問
き
る
一
吋
き
ど
あ
る
。
此
山
際
に
指
ヰ
す
る
、
む
什
布
ず
る
こ
ー
と
夫
れ
白
身
内
了
解
を
、

h
H

々
は
存
主
的
了
解
(
骨
ω
2
5耳
目
指
己
ぬ
く
0
3
2
a

ロιロ戸
ω)

と
一
耳
鼻
針
。
右
在
由
自
川
は
岨
日
正
む
一
の
半
世
的
「
出
来
事
L

に
し
て
、
た
れ
に
は
右
在
山
本
幽
論
的
訪
仇
誌
の
P
諭
的
制
且
H
必
型
て
な
い
。

そ
う
し
て
此
等
山
諸
杭
地
山
到
川
は
、
布
十
牝
を
俳
凶
す
る
t
山
内
淀
川
を
加
針
山
て
ふ
る
Q

V

H

々
は
有
羽
山
本
位
論
的
請
抗
出
自
連
結
を
L
月

間
u
C
S

2
3
N
E
E
-円
(
似
り
に
別
的
有
在
刊
と
詳
し
て
抗
く
)
と
一
百
ム
。
此
嘗
諸
飾
品
山
分
析
請
は
有
一
泊
的
に
T
U附
す
る
と
と
的
特
刊
を
治
す
る
の
て
な
f
、聞社

論
告
什
一
制
的
に
了
解
す
る
こ
と
旦
ロ

Z
E
m
E
E
o
Z
)
ト

T
Z

5
E
Z
E
め
抗
刊
在
宿
す
る
も
の
亡
あ
る
。
」

U
一一3
引の予白

云
ふ
特
殊
な
第
三

ω忠
味
(
哲
率
的
に
は
第
一
次
的
意
味
)
を

も
有
す
る
の
で
ゐ
る
。
品
川
は
此
的
市
稗
問
中
は
現
町
在
的
阪
史
性
を
歴
史
畠
T

り
可
能
性

ω本
倒
的
保
件
ご
し
て
、
本

組
論
的
H
h
精
練
す
る
も
的
一
モ
わ
る
か
ら
、
波
生
的
で
ゐ
る
が
γ

A

W

ノ
解
粋
向
学
ピ
稿

L
得
ら
れ
る
も
の
、
郎

L
M腔
史

的
精
品
川
科
学
り
方
法
論

μ
、
此

ω鮮
料
問
団
干
に
基
い
て
成
立
す
る
凶
で
あ
る
。

Y4fア
シ

グ

哲
且
干
の
根
本
主
題
-
乙
し
て
山
川
氏
一
壮
は
、
決

L
て
質
在
者

ω類
で
な
い
が
、

L
か
も
一
切
山
武
在
者
仁
一
聞
係
す
る

も
り
で
ゐ
る
a
w
H
在
山
「
北
H
温
性
」
は

-
品
〈
求
め
ら
る
可
き
で
ゐ
る
。
資
在
M
A
ぴ
賀
荘
桃
誌
は
総
て
の
民
庇
者

を
越
へ

τ、
又
質
本
者
内
総
ー
の
可
能
的
な
有
る
と
云
ふ
規
定
牲
を
越
え
て
存
立
す
る
。
質
在
は
卒
直
に
超
越
的

な
る
も

ωで
ゐ
品
。
現
釘
在
的
民
花
川
り
超
越
は
、
其
の
超
越
に
於
一
1
1胤
正
も
徹
底
的
な
仰
性
化

ω可
能
性
及
び
必

然
性
が
合
ま
れ
工
居
る
か
ら

一

ω卓
越
せ
る
超
越
で
あ
J

る
の
ぞ
う
[
て
超
越
的
な
る
も
の

ι
L
℃
の
府
民
在
か
ら

の
一
切
の
開
示
は
、
先
験
的
総
識
仁
仁
て
、
現
象
率
的
真
理
は
先
験
的
異
塑
で
あ
る
。

本
刷
版
論
正
現
象
問
中
乙
は
、
哲
m
m
T
に
日
加
す
る
他
的
議
事
科
ご
並
列
す
る
こ
つ
の
相
異
な
れ
る

mT科
一
ー
は
な
い
o

此

等
二
つ
の
名
部
は
哲
間
半
其
物
宮
、
川
到
象
正
取
扱
方
・
己
に
従
ふ

τ特
質
附
り
る
も
の
で
あ
る
o

要
す
る
に
哲
叩
半
日
現

ハ
イ
ヂ
ツ
ガ

l
mり
捌
心
論
の
弘
礎

三
三
五

" 



ハ
イ
」
ア
ツ
が
l
由
附
品
論
白
基
礎

六

賞
在
の
解
梓
川
ゃ
か
ら
出
品
目
す
る
普
遍
的
地
象
準
的
本
僅
諭
に
し
て
、

そ
う
し
て
其
の
現
賞
在
の
解
耕
地
干
は
存
在
の

分
析
論
正

L
T
・
一
切

ω哲
M

学
的
問
ひ
の
導
線
り
端
を
、

そ
れ
が
後
出
し
、

叉
返
る
共

ω貼
に
、

ジ
ツ
カ
リ
結
び

附
げ
る
も
の
で
ゐ
る
。

却
泣
円
イ
デ
ツ
ガ
}
止
は
凶
2
ロ
ヨ
ハ

H
N
E
山
伴
諭
に
於
て
、
同
氏
山
官
邸
的
基
礎
以
辿

E
大
惜
に
於
て
は
上
越
ペ
し
が
削
〈
に
論
越
し
た
る
後
、

川
書
白
計
班
を
越
え
て
泊
る
が
ず
同
氏
は
さ
き
に
辿
ベ

L
削
〈
正
氏
在
川
凪
凶
梢
線
山
任
時
世
二
ワ
広
大
別
す
る
に
準
じ
て
、
同
告
を
第
一
部
「
時
間

引
に
基
い
て
回
現
作
品
羽
山
山
肝
耕
.

及
げ
伊
氏
非
川
刷
山
先
陣
的
刷
m介
ー
と
し
て
心
時
間
山
U

解
明
」
と
、
和
二
部
「
時
間
判
の
川
越
州
控
を
手
引
と
し
て
諮
成

、
、
ャ

1

c
こ

A
，一
e
J
h

作

品

る

4
I
H
何
百
耳

さ
れ
る
、
本
世
論
山
一
歴
史
白
破
築
山
制
世
」
と
に
大
別
し
、
民
に
副
部
主
脅
々
一
一
一
小
部
に
分
つ

τ川
る

YA--正
i
r
i
ヨ
れ

国
主
同
円
。
に
於
て
は
、
崎
中
e

部
中
山
部
↑
小
部
品
A
U
佑
ニ
小
部
が
諭
越
さ
れ
て
届
る
だ
げ
ど
あ
る
o

そ
う

Lτ
同
氏
山
附
心
(
凹
O

品
。
)
前
は
、
右
自
動

小
部
「
羽
山
H
t
い
心
咋
仰
向
払
半
分
析
」
山
故
後
山
常
、
印
ち
第
六
指
に
於
て
諭
遇
さ
れ
て
肘
る
白
て
あ
る
が
、
併
し
夫
れ
は
山
刑
判
草
山
思
川
端
を
小
少
な

t

T
Z
d
t
d
ジ

L

Z

V

O

そ
れ
て
余
は
本
稿
正
於
で
は
さ
き
に
迎
ペ

1
如
〈
、
有
山
r

札
草
山
以
松
山
大
山
を
、

も
大
世
仁
州
解
し
て
肘
な
け
れ
ば
、

川
氏
山
川
附
心
論
。
排
礎
と

L
E
約
越
す
る
と
と
込
し
た
の
で
あ
る
。

A

パ
，
ハ
イ
〆
ク
ガ
』
氏
は
中
引
山
前
五
卒
中
心
掛
町
一
識
を
「
現
自
在
。
準
備
的
分
析
白
任
務
内
説
明
」
と
越
し
て
、
現
官
花
八
百
回
刊
諭
山
主
幽
、
研
究
純
同
等

を
前
越
し
、
山
引
に
第
二
車
に
於
て
、
相
叫
・
泊
恋
心
一
回
越
本
位
匙
「
目
鼻
内
在
」
(
品
目

Eιω
円
dr〈
E
Z己
ロ
)
を
一
般
的
に
論
究
し
、
夫
よ
り
右
山
基
本
杭

誌
を
桃
成
す
る
品
契
機
冒
と
し
て
、
第
三
立
に
於
で
は
「
枇
非
の
世
界
性
」
(
品
目
。

J
4
岳
-MnvHA命
日
仏
胃

dc司
0
5、
弟
凹
章
に
於
て
は
寸
北
山
H
在
及
び
白
山
H
在

と
し
て
世
界
内
和
」

(
p
d
F
ι
問
看
巴

Z
Eロ
ω
『
呂
7
5白
目
。
一
『

ω
E
gロ
)
相
駒
山
章
正
於
て
は
「
あ
る
が
ま
弘
山
内
血
」

(
L
E
E
伊
一
日
比

mErroω)

を
論
究
し
て
居
る
@
そ
ヲ

Lτ
有
山
基
本
構
造
心
分
析
に
基
い

τ、
現
k

町
在
山
賀
川
H
E且
一
ん
品
、
共
円
存

和
的
古
時
は
刷
心
(
色
。
印
。
円
四
印
)
て
あ
る
と

L
て
、
之
を
第
六
章
に
於
て
論
先
し
て
居
る
回
で
あ
る
。

1~ ， ， . 



明
費
在
の
分
椋
論
の
主
題

此
世
田
に
分
析
さ
れ
る
質
在
者
卸
も
現
賞
在
は
、
五
日
人
自
身
に
し
て
、
此
の
賞
在
者

ω質
在
は
幣
に
我
の
質
在
で

ぬ
る
o

此
の
賢
布
者
的
質
在
に
於
て
は
、
府
民
在
者
は
白
か
ら
自
分
的
資
在
ピ
闘
係
す
る
。
此
の
賞
在
の
質
在
者
ご

し
て
は
、
質
在
者
は
そ
れ
の
固
有
の
可
有

(
N己
t
u
o
E
)

に
引
き
渡
さ
れ
て
居
る
。
其
の
賞
在
は
此
の
質
庇
者
が
常

に
白
か
ら
闘
係
す
る
貨
在
で
ゐ
る
。
今
右
の
如
き
現
貨
在
の
特
性
附
げ
か
ら
し
て
左
の
二
事
が
承
認
苫
れ
る
。

ハ
い
此
内
覧
在
者
の
「
本
質
」
は
そ
れ
の
可
有
に
合
ま

μ
て
居
る
。
此
の
質
布
者
の
「
何
で
あ
る
ご
云
ム
こ
Z
」
卸
も

「
本
質
」
‘

(
名
目
耳
目
P
F
Z
Eこ
は
そ
れ
の
質
在
印
も
存
在
(
印
E
P
。
阿
佐
円
。
ロ
見
白
)

か
ち
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
現
賞
作
の
「
本
質
」
は
7
ぐ
れ
の
存
在
に
合
ま
れ
て
居
る
。

古
れ
ば
此
の
賞
在
者
に
於
て
明
か
に
さ
れ
得
る
諸
特

性
以
、
し
か
じ
か
に
「
早
え
る
」
、
印
も
現
存
す
る

(g忌
E
L
O
日
)
質
在
者
の
現
存
す
る
寸
前
仇
佐
〕
で
は
な
〈
し

て
、
指
仁
此
の
資
在
者
に
可
能
的
な
る
「
有
る
の
諸
仕
方
」
で
あ
る
、
叉
只
夫
れ
ピ
け
で
あ
る
。

b
此

ω蛍
在
者
が
そ
れ
い
の
賞
在
に
於

τ関
係
す
る
官
民
花
は
、
常
に
我

ω寅
一
牝
で
あ
る
。
き
れ
ば
現
質
在
は
本
健

論
的
に
は
決
し
て
、
現
存
す
る
も
の
さ
し
て
の
賞
在
者
り
一
の
類
の
見
本
及
び
場
合
ご
し
て
、
把
捉
さ
る
可
き
で

、ーか、
O

R
U
 ぞ
う

L
て
現
氏
在

ω呼
び
か
け
戒
は
要
求
は
‘
此
の
官
在
者

ω「
常
に
我
の
で
あ
る
こ
ピ
」
{
T
E弘
巳
岡
田
内
各
}

正
云
ム
特
性
に
応
じ

τ、
寸
我
は
あ
る
」
・
「
汝
は
あ
る
」
ご
一
ギ
ム
如
〈
に
、
常
に
人
稀
代
名
詞
を
以
て
言
。
表
さ
れ

ρ

ィ
ダ
ツ
ガ
ー
の
凶
心
論
の
基
礎

七
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戸
イ
ヂ
ツ
ガ
!
の
刷
心
諭
内
基
礎

ヱ
一
ニ
入

ね
ば
な
ら
ぬ
。

真
に
現
封
在
は
常
に
-
』

ω又
は
か
の
仕
方
に
て
有
る
可
う
「
我
山
り
」
で
ゐ
る
o

現
一
封
在
は
山
口
山
に
如
何
肢
に
か
白
か

ら
異
な
っ
て
居
る
o

ぞ
れ
は
何
れ
か
の
仕
方
に
於
て
憶
に
「
我
山
乙
で
あ
る
。

I
L
f
j
}
i
i
-
-
F
L
 

そ
う

L
τ
現
民
有
庁
t
p
h
仁
が
1

W
H
在
某
物
古
関
係
す
る
資
本
者
は
、

ぞ
れ
の
恭
正
も
固
有
な
可
能
性
ピ

L
一1
そ
れ
の
民
h
t
関
係
す
る
o

か
〈
て

7
イ
ゲ
シ
志

Y
7
E
リ
ヒ

ま
に
可
能
性
を
一
の
現
存
す
る
も
的
ご
[
て
、
似
性
的
仁
「
有
l
」

現
民
有
は
怖
に
そ
れ
の
可
能
性
で
あ
っ
て
、

、.
l
L

戸、。
T
L
 
そ
う
し
て
現
封
庇
は
怖
に
本
質
的
に
ぞ
れ
の
可
能
性
で
あ
る
が
放
に
、

L
U
〕
ノ
手

1
1
t
陪

1
3
乙
亡
も

}
4
4
4
司令上二・町、、

d
v
b
M
K
J
1
f
l平

i
平、

t
uザ
主

J
4
1
方

て
白
か
ら
自
身
を
「
池
仰
押
し
」
得
る
。
但

L
そ
れ
は
白
か
ら
そ
失
な
ひ
符
る
い
か
、
決
し
て
白
か
ら
を
獲
得
!
得
な
γ

で
、
只
「
外
制
的
L

に
白
か
ら
を
獲
得
l
符
る
に
り
で
あ
る
G

此

ω封
山
北
ポ
は
そ
れ
の
本
質
上
可
能
的
な
間
引
の
も

の
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
は
箪
に
白
か
色
を
失
な
ふ
た
ピ
一
エ
ム
こ
ご
は
あ
り
符
る
が
、
併
[
単
に
白
か
ら
を
獲
得
[

た
ご
一
エ
ム
こ
ご
は
ゐ
ふ
り
得
な
ヤ
O

そ
う
し
て
間
有
性
比
ぴ
俳
倒
有
性
ご
一
五
ふ
副
賞
在
杭
相
は
、
現
質
在
は
一
般
に

「
怖
に
我
山
り
で
あ
る
こ
己
」
じ
よ
ち
て
規
定
さ
れ
て
居
る
正
一
五
ふ
こ
正
に
基

ν
て
、
存
立
す
る
の
で
あ
る
o

右
に
遁
ぺ
し
現
質
在
の
耐
特
性
、
卸
ち
第
↑
に
は
「
存
布
」
が
「
本
質
」
に
劉

L
て
占
め
る
優
位
、
第
二
に
は
「
前

に
我
の
で
あ
る
ニ
ピ
」
は
、
阪
に
此
的
武
在
者
ω
1
7
析
論
は
特
具
な
現
象
的
範
域
に
比
政
[
て
局
る
こ
冒
と
を
指
示
す

る
G

此
の
質
在
者
は
決
し
て
、
世
界
の
中
に
も
つ
ば
ら
現
右
す
る
も
の
、
野
在
仕
方
を
有
[
な
レ
。
き
れ
ば
此
の

質
在
者
は
・
又
現
存
す
る
も
の
を
現
前
に
見
出
す
ご
一
去
ふ
仕
方
に
て
、
主
題
ご
し
て
漁
め
提
示
さ
る
可
き
で
な

， ， c 叫



い
。
此
の
質
在
者
は
正
常
に
噛
時
的
提
示
さ
れ
る
に
於
て
は
、
決
し
て
自
明
的
な
も
の
『
U
な
い
の
で
、

か
〈
て
此
の

資
在
者
を
規
定
す
る
こ
三
其
事
が
、
此

ω
賞
花
者

ω
本
拠
論
的
分
析
論

ω
・
本
質
的
一
部
分
を
な
す
の
で
あ
る
o

現
質
在
は
寓
在
者
ピ

L
て
は
、

そ
れ
が
あ
る
、
又
守
ぞ
れ

ω質
在
に
於

τ如
何
一
憶
に
か
了
解
す
る
一
的
可
能
性
配

ら
怖
に
規
定
F
れ
る
。
日
正
れ
現
質
在

ω存
在
組
織
の
形
式
的
J
A
味
で
め
る
υ

そ
う

L
て
葉
山
り
形
式
的
意
味
め
小

に
、
此
の
資
在
者
の
質
在

ω問
題
論
は
、

そ
れ
的
存
在

ω珂
論
存
在
性
か

ι腿
附
古
る
可
き
も
内
で
ゐ
る
ピ
一
五
ふ

指
示
が
、
此
の
賞
在
者
の
本
間
論
的
解
柳
作
に
封
L
rし、

拠
へ
ら
れ

t
居
る

ωで
ゐ
る
。
併
L
此
の
指
示
は
.
現
W
H

在
は
存
在
の
兵
輔
閥
的
可
能
的
一
理
念
か
ら
緋
似
品
る
円
吉
も
の
叩
し
め
る
己
一
ー
ム
意
味
に
解
苫
れ

E
は
な
点
前
。
現

質
在
は
分
同
制

ω始
め
ド
し
於
て
は
、
確
定
せ
る
一
の
存
在
す
る
こ
ご

ω差
別
性
に
於
て
解
粋
さ
る
可
き
で
な
く
、

z-

れ

ω
無
差
別
的
「
最
初
に
及
び
大
抵
は
」
に
於
て
露
は
じ
さ
る
可
き
で
ゐ
る
。
併
し
現
賞
在
の
日
時
牲
に
合
ま
札
る

此
的
無
差
別
ピ
云
ふ
一

-
E
U
.
決

L
て
脱
却
、
で
は
な
〈

L
て
、
此
の
W
M
在
者
の
位
極
的
な
現
象
的
一

特
性
で
あ

る
。
吾
な
は
現
-
封
狂
的
-
此
の
目
指
的
無
差
別
牲
を
苧
均
性
三
五
よ
。
を
う

L
て
此

ω卒
均
的
日
常
性
は
、
此
の
質

什
住
者
の
本
般
的
最
近
者
で
あ
る
が
放
に
、

ぞ
れ
は
現
対
在
的
解
明
に
於
て
常
に
看
過
さ
れ
て
居
る
。
本
慌
的
に
品

己
も
近
き
も
の
H
A
ぴ
知
ら
れ
て
居
る
も
の
は
、
本
概
論
的
に
最

ι
も
法
き
も

ω及
び
知
ら
れ
て
尼
な
レ
も
の
、

そ

う
[
て
そ
れ
の
本
般
論
的
意
味
に
於
て
は
、
絶
へ
中
看
過
さ
れ

τ庖
る
の
で
あ
る
c

今
現
賞
作
の
分
析
諭
か
ら
往
す
る
一
切
の
解
明
さ
れ
に
る

b
の
は
、
t

現
官
丘
山
存
在
構
造
に
注
目

L
一一1
獲
得
古

ノ
イ
戸
ツ
ガ

1

山
附
心
前
山
県
礎

ゴI

'.， 



ハ
イ
ヂ
ツ
が
1
内
同
心
諭
白
基
礎

一
ユ
叫

O

れ
た
る
も

ωに
し
て

そ
う
し
て
共
等

ωも
ωは
理
論
古
什
有
性
か

ι規
定
さ
れ
る
山
り
で
あ
る
か
ら
・
吾
々
は
現
貨

カ
ア
」
ヨ
リ
E
D
M

正
一
式
ふ
o
夫
れ
は
吾
々
が
範
崎
正
縛
す
る

在
山
賀
在
諸
特
性
骨
「
珊
持
論
必
庇
的
な
る
も
の
」

(
阿
国
民
自
N
E
H
rロ)

世
陣
内
、

現
質
在
的
で
な
い
寅
配
者
の
お
丘
諸
規
定
か
ら
、
鍛
告
に
一
也
別
さ
る
可
き
も

ωで
あ
る
。

要
す
る
に

Thra

そ
う
し
て
某
等
二
械
の
基
本

V

Z

7

 

的
可
能
性
に
劃
臆
す
る
質
血
者
以
、
第
一
次
的
質
問
的
異
な
れ
る
仕
方
を
要
求
す
る
G

却
も
質
在
者
は
一

ω
「
誰
」

又
は
一
の
「
叫
〕
(
最
一
民
義
の
現
存
〈
。

E
E
0
5
0主
で
あ
る
か
で
あ
る
。

宮
山
口
N
【

mwrmz.乙

げ
れ

E
O向。ロ
m
n

ご
は
賞
在
諸
特
性
の
二
純
の
基
本
的
可
能
性
で
ゐ
る
o

(
存
在
)
で
ゐ
る
か

現
寅
在
の
理
論
存
在
的
分
析
論
の
中
仁
は
、
共
の
緊
急
性
が
敢

τ質
在
問
題
の
夫
れ
に
劣
ら
な
い
一
課
題
が
合

ま
れ
て
研
究
さ
れ
て
居
る
。

ぞ
れ
は
「
人
聞
は
何
で
ゐ
る
か
」
ご
云
ふ
問
題
が
、

哲
向
学
的
に
論
究
さ
れ
得
可
〈
は
、

ダ
ス
、

r
ア
リ
4
4
リ

先
つ
削
判
明
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
泊
先
天
者
を
、

ロ
苧
E

ピ
す

R
F
L

分
析
論
は
、
総
て
の
心
理
半
、
人
間
半
、
夏
仁
生
命
苧
仁
ザ
ら
先
立
つ

τ存
立
す
可
き
も
の
で
あ
る
。

明
か
に
す
る
こ
云
ふ
-
』
己
で
あ
る
U

か
〈
て
現
実
在
的
理
論
存
在
的

ハ
イ
デ
フ
ガ

1
氏
H
夫
れ

k
り
現
官
在
分
折
諭
と
人
間
刷
午
、
心
州
車
及
び
生
命
中
と
の
附
係
を
泊
先

L
て
、
明
自
在
分
析

諭
の
範
附
を
出
比

L
、
又
去
れ
が
其
蛇
曹
の
諸
肌
午
川
内
拡
礎
と
な
る
所
以
を
究
明
し
て
肘

L
Q

四

現
賓
在
の
基
本
構
造
ご
し
て
「
世
界
内
在
」
一
般

(
U
g
F
H品
目

T
4『
⑦

-OU85
忌
忠
告
玄
)

， " 



上
に
品
べ

L
如

t
、
刊
叫
賀
在
は
そ
れ
曲
賞
在
に
於
て
、
了
解

L
ワ

L
其
の
抗
杭
と
胤
保
す
る
貨
恋
者
て
あ
る
。
夫
れ

ι
よ
り
て
者
羽
田
形
式
的
概
愈

が
指
示
さ
れ
て
肘
る
。
叫
抗
花
は
存
羽
Y
る
。
耳
目
視
質
主
叫
ん
M
に
我
自
身
て
あ
る
虚
白
貨
荘
者
で
あ
る
。
そ
ろ
し
て
「
市
に
我
由
で
あ
る
こ
主
」
は
、

間
有
机
且
ぴ
非
同
有
悦
と
一
I
L
J川
・
的
性
向
保
伺
と
し
て
、
骨
在
す
る
担
貨
在
が
本
車
具
有
す
る
も
の
で
あ
る
ω

今
現
貫
一
仕
の
右
の
質
花
諸
規
定
は
、
吾
々
が
世
界
内
在

(
ι
E
F
ι
o
H
Uぐ
OHZゆ
山
口
)

さ
叩
附
す
る
狩
在
組
織
に
基

い
て
、
硯
山
住
吉
れ
且
つ
了
解
3
れ
ね
ば
な
ら
の
。
か
く
て
現
質
在
分
析
諭

ω
E賞
な
る
出
品
旧
知
は
、
此
の
世
界
内

在
古
一
式
ふ
質
花
細
川
酬
の
解
粋
で
あ
る
可
き
で
あ
る
。

世
界
内
在
さ
稽
せ
ら
れ
る
一
の
統
一
的
現
象
或
は
現
象
的
般
態
は
三
つ
の
注
意
す
可
き
契
機
を
有

L
、
叉
夫
れ

に
よ

h
τ
苦
々
の
考
究
す
可
雪
問
題
が
指
示
苫
れ
る
。

い
「
舵
界
内
に
」
(
己
E
ふ
ロ
晶
司

4
4号
、
.
)
ざ
一
式
ふ
ニ
ピ
リ
リ
比

ω契
機
に
闘
し
て
、
世
界
内
本
般
論
的
構
造
を

尋
ね
、
ゐ
る
が
ま
、
の
世
界
性
(
島
内
君
。
-Errr岳
)
の
洩
念
を
規
定
す
る
任
務
が
生
守
る
o

町
常
に
惟
界
内
在

の
仕
方
に
於
7
し
あ
る
彪
の
賞
在
者
此

ω
質
花
者
に
就
工
、
五
日
人
M
F
「
誰
か
」
ぜ
云
ふ
問
ひ
に
於
て
尋
ね
る
も
の

が
探
求
品
、
れ
る
o

誰
れ
が
魂
宮
在
の
平
均
的
日
常
性
の
様
相
に
於
て
あ
る
か
は
、
現
象
m
晶
子
的
詮
示
に
於
て
規
定
さ

る
可
き
で
ゐ
る
。
，
d

あ
る
が
ま
、
の
「
内
在
」
(
品
目

E
m
g
t
s一
口
青
山
)
!
|
内
正
一
再
ぞ
』
ご
北
(
的
事
の
本
健

論
的
構
成
が
間
明
守
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
陛
界
内
在
三
百
ム
現
質
在
の
先
天
的
に
必
然
的
な
畠
恭
本
組
織
を
問
明
す
る
仁
は
、
右
の
三
契
機
を
夫
れ
夫

ρ

イ
デ
ヅ
カ

l
自
制
心
嗣
白
挺
礎

I!'l 

" ' 



入
イ
」

y
y
が
l
山
附
心
諭
山

A
礎

叫j

れ
根
本
的
に
分
析
ゼ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

併
し
夫
れ
い
に
先
立
ち

τ最
後
に
悲
げ
た
契
機
印
ち
内
庇
山

一
般
的
特
性

附
り
を
試
み
、

犬
れ
じ
よ
り
可
三
契
機

ω詳
し
詰
分
析
的
方
向
を
見
定
め
る
こ
ピ
が
肝
要
で
あ
る
o

内
在
J

」
は
何
を
窓
旅
す
る
か
o

そ
れ
は
先
つ
現
心
す
る
も
山
、
「
内
」
に
現
存
す
る

印
ち
一
定

ωホ
附
聞
係
に

於

τ同
じ
賢
J

仕
仕
方

ω或
物
的
J

内
に
、

或
は
成
物
ご
共
に
現
存
す
る
ご
一
石
L
滋
味
に
解
苫
れ
る
c

る

み:っ
f
t
f

か
、

る
意
味
で
は
内
在
は
、

現
賞
在
的
で
な
い
賞
配
仕
ゐ
の
賞
在
者
に
泌
す
る
本
慨
論
的
特
性
に
し
て
、

五
日
々
が
範
時

古
稀
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

併
し
此
慮
に
五
日
々

ω云
ふ
内
庇
は
か
、
る
意
味
の
も
の
で
な
〈
、
是
れ
は
現
質
在

ω

の
賀
在
組
制
酬
を
芯
味
し
、

(
η
Z
阿
国
且
g
N
E
]
)
で
ゐ
る
。

-
的
理
論
存
一
壮
的
な
る
も
の

か
(
τ
理
論
存
在
的
な
る
も
の
d

(

同
住
民
自
民
巳
)
ご
し
て
の
内
在
正
、
範
時

t
L
て
の
、
現
存
者
が
相
互
の
「
内

側
に
ゐ
る
こ
ど
」

2
5
H
P
唱の戸丘一間一『の一円)

正
の
本
雌
論
的
悩
別
を
よ
く
排
別
す
る
こ
正
が
肝
要
で
あ
る
。
併
し
夫

れ
が
斜
め
に
現
質
在
は
如
何
な
る
抑
制
問

ω
空
間
性
を
も
有

ιな
い
ご
云
ふ
の
で
な
い
。
脊
な
現
府
民
庇
以
夫
れ
自
身

一
ω'特
有
な
「
空
間
内
在
」
(
日
ロ
日
日
向

2
2
司
王
、
印
も
只
此
界
内
在
に
基

ν
て
の
み
可
能
な
る
「
本
間
内
在
」

を
有
す
る
o
h
r
〈
て
現
w
H
一
仕
の
理
論
ぶ
庇
的
空
間
性
は
、
現
官
一
庄
の
本
質
構
迄
ご
し
て
の
世
界
内
庇
的
理
解
に
よ

り

て

、

始

め

て

洞

見

し

符

ら

れ

る

的

で

あ

る

。

わ

か

り

い

叫

結

早

括

和

吋

枯

れ

川

、

一

誌

作

方
、
或
は
世
界
内
在
に
弘
づ
吋
ら
れ
た
る
現
抗
在
ハ
υ

一
川
崎
川
亡
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
そ
う
し
て
知
識
を
究

明
ナ
る
に
先
弘
ち
て
、
叶
略
本
柿
誌
と
し
て
の
世
品
肉
副
を
僻
料
す
る
ζ

と
山
必
叫
な
る
を
九
州
誼
し
て
川
市
る
。

眠週. ' 



五

世
界
の
世
界
性
(
(
出
白

A
F
F
F
r
r
E
ι
2
4司
四
宮
)

さ
き
に
逃
ぺ

L
如
〈
、

世
田
介
内
一
壮

り
E
H
H
H

白色白河
1m岸
h

山
内
向
ロ
)
ご
一
文
ふ
現
質
在

ω基
本
山
榊
治
は
、

先
づ
「
世
界
」

さ
云
ふ
構
芯
契
機
に
附
し
て
附
明
3
れ
ね
ば
な
ら
臥
o

A
1
叶
一
界
内
在
小
川
桃
池
契
機
ご
[
て
の
「
佐
川
抑
」
ピ
は
♂
つ
ま

hr
此
外
一
般
り
昨
外
性
'vz
百
ふ
の
で
あ
る
。
そ
う

L
て
「
此
界
性
」
以
一
の
本
間
論
的
断
念
に

L
τ
、
世
界
内
庇
の

一
構
成
契
機
を
意
味
す
る

b
の
で
ゐ
る
か
ら
、

そ
れ
は
一
の
理
論
存
庇
的
な
る
も
の

開
以
一
民
自
白
色
)

で
ゐ

(
告
旦

る
G

「
叶
一
回
介
」
は
本
慨
論
的
に
は
本
質
的
に
現
封
庇
で
な
い
封
在
者
り
規
定

t
は
な
(
、

現
質
布
其
者
の
一
一
特
性
で

氷山

τ。。
か
く
て
「
世
界
L

問
題
に
於
て
は
、

吾
々
は
現
W
H
小
仕
分
析
論
り
範
凶
山
川
に
止
ま
る
の
で
め
る
o

術
は
陛
川
介
正

-p主附
は
机
々
的
意
味
に
解
呂
れ
る
が
、

此
山
地
で
五
円
々
が
術
語
的
に
用
ひ
る
意
味
に
於

τ
は、

世
界
は
本
質
的
に

現
W
M
在
で
な
い
蕗
り
、

是
う
L
て
世
界
内
的

TER--H一
E『ト
…
M
M
h
品
川
州
側
一
凶
品
…
一
一
一
一
肌
一
。
羽
下
)
に
一
迫
辿

L
符

る
蕗
の
民
作
者
で
な
く
、

引
耕
民
的
現
白
川
H
在
が
現
山
川
府
ピ

L
τ
其

ω内
仁
「
生
活
す
る
」
蕗
り
も
の

(
E
F
E君。ロロョ

E
p
p
r
z目
F
自

己

E
Eロ

mr
伝

2
g
E
Z
E
v
w
)
で
あ
る
。
術
ほ
此
〈
解
す
る
場
合
に
も
閉
山
々
な
る
可
能
が
ゐ
る
。

郎
ち
世
界
は
成
は
「
目
白
共
の
」
h
H
等
陛
外
(
島
内

E
C
R
r
m
門
出
。
広
三
宅
町

14。-
H
)

戒
は
「
自
分
の
」
及
び
設

中
意
味
し
、

親
者
内
四
凶
此
川
介

(
d
5
2
5
を
意
味
し
得
る
。

山
ほ
「
社
叫
内
に
現
有

L
叫
る
町
五
者
白
金
値
」
と
-
4

ふ
意
味
に

川
ひ
る
材
合
、
も
あ
る
が
唱
北
山
州
場
合
に
は
引
川
狩
五
附
け
る
。

然
ら
ば
五
日
々
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
り
て
、
此

ω世
界
性

ω現
象
に
接
近
す
吋
き
か
。
世
界
内
在
陥
ふ
て
叉
世

ρ

イ
戸
ツ
ガ
ー
の
凶
心
諭
の
基
礎

四

嘗 .j".，



一一-一一一一--------

ハ
イ
-
ア
ツ
ガ
ー
の
剛
心
前
の
基
礎

四
四

界
は
、
先
づ
現
実
在
の
最
ピ
も
近
き
質
在
仕
方
Z
L
τ
の
卒
均
的
日
常
性
の
泊
四
界
内
に
於
て
、
分
析
論
の
主
題
E

な
さ
る
可
き
で
あ
る
o

然
る
に
日
常
的
現
質
在
の
最
古
も
近
ヨ
世
界
は
、

四
国
世
界
或
は
環
境

(
p
d日
号
F
)
で

ゐ
る
。

か
〈
て
此

ω研
究
に
於
て
五
口
々
は
、

世
界
性
一
般
の
理
念
へ
準
む
可
き
で

四
国
世
界
性
か
ら
出
俊
し
て
、

ハ
イ
ヂ
ッ
ガ
1
氏
は
夫
れ
よ
り
研
定
の
並
行
世
、

(
A
}
四
回
世
持
他
及
び
世
界
世
一
般
白
分
析
‘

(
B
)
F
カ
ー
ル
ト
の
世
界
本
値
論
と
封
立

さ
せ
て
、
世
界
制
自
分
析
を
例
解
的
に
判
明
す
る
と
と
、
且
び
(
C
}
凹
闘
世
界
性
自
凹
凶
性
止
現
武
在
の
車
問
性
由
、
一
二
階
晶
に
別
っ
て
詳

L
〈
論
述

L
て
居
る
が
、
此
単
て
は
凡
其
由
曲
一

般
白
輪
腕
配
一
部
す
だ
り
に
止
め
ぎ
る
を
僻
む
h
v
o

あ
る
。そ

れ
で
先
づ
四
国
世
界
に
於

τ遭
遇
す
る
質
在
者
の
質
在
か
ら
考
察
し
始
め
る
。
今
最
己
も
近
〈
に
謹
越
す
品

質
在
者
の
寅
在
の
現
象
率
的
利

JF、
日
常
的
世
界
内
在
、
郎
も
吾
々
が
、
叉
世
界
内
に
於
け
る
、
そ
し
て
世

界
内
的
賞
在
者
ご
の
交
際

2
2
C日
岡
山
ロ
岡
町
ロ

ι
2
3寸O
P
E
己
呂
町
昨
号
日
目
ロ
ロ
司
君
一
色
O
F
g
m
m向。ロ仏
mp)
古
都
す

る
も
の
を
手
引
正

L
て
遼
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此

ω交
際
は
配
慮
す
る
ニ
ピ

令
官
回
日
日
間

S
)
の
荷
々
な

る
様
式
に
於
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
共
等
様
式
中
の
最
正
も
近
、
き
も

ω
は
.
貝
認
知
す
る
に
り
の
認
識

グ
'
A

い
れ
レ
テ
・
唱
し
v
u
，
ヂ
、
ゲ
ヅ
ラ
ウ
内
t
d
v

で
は
な
〈
し
て
、
夫
れ
自
身
の
「
認
識
」
を
有
す
る
蕗
の
、
仕
事
を
な
し
、
働
量
、
使
用
す
る
配
慮
で
あ
る
o

か
〈

て
現
象
率
的
質
問
は
先
づ
第
一
に
、

か
、
る
配
慮
に
於
て
遭
遇
す
る
質
在
者
の
賞
在
に
闘
し
て
起
さ
れ
る
の
で
あ

る。
応明

今
配
慮
に
於
て
遭
遇
す
る
貨
在
者
を
、
吾
キ
は
道
具
合
E

N

E向
)

ご
稀
す
る
。
道
具
ご
は
本
質
的
に
は
「
何

事
か
を
す
る
錦
め
の
或
物
」
で
あ
る
。

(
m
Z
F
Z
E
E
-
-
-
)
そ
う
し
て
「
す
る
忽
め
」
正
一
五
ふ
構
泡
に
は
、
或
物

4
 d
 

d
 

• 
-



を

成

物

に

「

指

定

す

る

ご

云

ふ

ニ

芭

」

王

国

0
4
2
3
E
m問
)

が

合

ま

れ

居

る

。

先
づ
此
の
指
定
の
多
様
性

(am

4
q
d耳目
ω百
四

ω日
目
立
問
「
弘
旦
問
Fn
何

百

)

を

、

現

象

的

に

見

き

は

め

る

こ

芭

が

肝

要

で

あ

る

。

常
に
道
具
に
基
い
て
決
定
さ
れ
ゐ
交
断
、
例
へ
位
制
を
以
て
訂
つ
こ
と
は
、
此
の
槌
と
一
耳
ふ
武
事
者
量
出
現
ナ
る
一
事
物
と
し
て
把
捉
す
る
こ
と
で

も
、
亦
只
共
の
道
具
措
浩
田
仙
川
を
あ
る
が
ま
L

に
毘
如
す
る
乙
と
で
也
た
い
。
槌
て
訂
っ
と
云
ふ
こ
と
は
、
つ
ま
り
由
車
る
だ
け
迎
切
に
此
の
弛
と

云
ゐ
道
具
を
、
シ
ッ
ク
リ
自
分
の
も
の
と
す
る
と
主
を
意
臨
す
る
o
そ
う
し
て
誼
具
が
シ
ッ
ク

p
自
分
自
も
由
と
し
て
怯
則
さ
れ
る
ほ

r、
道
具
が
愈

々
あ
る
が
ま
誌
に
道
具
と
し
て
却
は
れ
る
由
て
あ
る
。
叫
て
打
口
主
云
ふ
と
と
其
事
が
、
槌
白
特
昧
な
「
取
扱
は
れ
る
性
質
」

{
F
E
z
n
z
r
E
C
を
露

は
に
す
ゐ
。
そ
っ
し
て
遊
且
が
去
れ
自
身
か
ら
白
血
ら
を
訓
は
す
其
の
貨
在
引
方

E
、
青
々
は
「
手
許
に
あ
る
と
主
」
「
出
「
託
〈
に
在
る
と
と
」
(
告
白

NZZロ
骨

MdZ再
便
宜
上
直
近
在
性
、
と
脅
す
)
と
一
古
ふ
。
只
道
具
が
此
白
「
自
己
貸
有
」
宣
布
す
る
が
故
に
の
み
、
幅
挫
ひ

mw
ら
れ
、
白
川
に
使
川

L
得

ら
お
伊
る
の
で
品
る
O

伸
し
他
川
し
、
仕
事
配
す
る
克
際
は
宙
目
て
な
{
、
夫
札
自
身
特
有
な
「

Ht仕
方
」
(
品
市
盟

nrzz)
配
布
す
る
O

そ
う
し
て

肱

U
A
る
制
方
が
引
事
を
す
る
と
左
或
口
働
〈
乙
是
世
帯
堪

L
・
且
つ
赴
れ
に
特
妹
な
品
物
怖
を
拠
へ
る
。
道
具
在
国
て
の
交
際
は
・
「
す
る
泊
め
」
白

相
一
品
多
雌
性
山
一
種
に
し
て
、
右
山
畑

t
に
白
か
ら
指
掃
す
る
蕗

ω且
る
ζ

と
は
、
「
見
却
す
こ
と
」

2
M旬
司
自
凶
戸
n
E
}
で
あ
る
。

併
し
日
常
的
克
際
針
先
づ
第
一
に
在
附
す
る
虚
の
も
の
は
、
仕
事
的
道
具
其
物
て
な
い
。
此
蕗

ι第
一
主
的
に
「
聞
出
血
さ
れ
る
も
の
L
、
随
ふ
て
又

「
世

f字
、
に
あ
る
も
申
」
は
、
日
事
で
あ
る
。
仕
事
が
柑
完
全
世
性
を
揖
nv
、
道
具
は
共
白
中
広
描
過
す
る
由
・
て
あ
る
o
そ
う
し
て
引
事
と
共
に
、
骨

に
直

r託
〈
に
あ
る
賀
荘
岩
出
遭
遇
す
る
白
み
な
ら
ず
、
直
に
現
質
事
白
特
性
配
布
す
る
賀
在
者
、
そ
れ
の
配
蹴
ナ
る
ζ

と
に
於
て
、
行
事
に
よ
り
て

生
産
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
れ
由
直
「
近

t
に
在
る
盛
由
貿
在
者
が
遭
歯
す
る

U
て
あ
る
。
向
ほ
夫
れ
と
一
緒
に
、
指
ふ
も
ゆ
及
び
消
費
す
る
も
白
が
其

。
中
に
止
存
ナ
る
世
川
持
、
同
時
に
吾
等
山
世
鼻
て
あ
る
所
山
世
界
出
遭
遇
す
る
。

さ

τ叫
よ
挫
4

串
り

L
虚
に
上
り
で
、
四
回
世
界
に
於
て
遭
画
す
る
賀
在
者
白
咽

H
F仕
方
は
「
直
近
世
舵
」
で
あ
る
と
と
が
挺
ら
払
た
。
そ
う
し
て
此

甲
車
近
和
世
位
、
央
れ
自
身
に
勝
て
島
る
が
削
舎
費
在
者
四
本
掛
論
的
範
鴎
的
規
定
て
あ
る
。
然
る
に
直
近
在
性
は
一
史
に
深
き
本
世
論
的
飾
郡
に
於

て
、
ヤ
』
リ
世
凶
骨
肉
的
に
先
づ
範
一
に
且
曲
さ
れ
る
質
在
者
四
賀
在
仕
方
と
し
て
岡
持
さ
れ
る
と
し
て
も
、
否
む
純
現
存
仰
に
謝
し
て
直
近
在
世
田
担

戸
イ
デ
ツ
ガ
『
白
闘
心
輸
の
基
礎

三
四
五

，........， 



』
イ
」
ア
ツ
ガ

lω
胤
A
U
諭

ω
基
礎

M 
~­
J、

減
性
副
読
明
さ
れ
る
と
し
て
も
、
赴
れ
ま
で
解
明
し
た
Y
け
て
は
、
ま
だ
世
界
と
一
耳
ふ
羽
品
都
心
本
世
論
的
了
解
は
、
h
v
し
も
礎
得
さ
れ
て
居
な
い
。
吾

々
は
此
の
世
非
同
的
武
在
者
山
解
剖
押
に
於
て
、
向
陪
暗
に
世
界
を
「
刷
定
」
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
併
し
此
盛
に
此
内
向

ι4山
町
在
か
ら
、
世
界
と
一
百

ふ
羽
晶
の
誼
一
市
に
導
〈
訟
が
向
か
れ
る
。

夫
れ
世
界
夫
れ
自
身
は
世
界
内
的
資
在
者
で
な

ν。
併
し
只
世
界
が
あ
る
」
限
h
に
於

τω
み
、
遭
遇
5
れ
、

鬼
山
さ
れ
た
る
質
在
者
が
.

告
れ
の
寅
在
に
於
て
そ
れ
白
か
ら
を
現
は
し
得
る
ご
一
疋
ふ
慌
に
、
世
界
は
此

ω質
在

者
を
規
定
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
世
界
は
如
何
に
「
ゐ
ゐ
」
か
。
今
現
世
在
は
本
館
的
に
世
界
内
在
じ
よ
h
τ

構
成
さ
れ
、
そ
う
し
L
夫
れ
白
身
的
貫
在
了
解
が
ま
さ
し
〈
本
質
的
に
そ
れ
の
質
在
に
属
す
る
も
の
な
ら
ば
、
現

寅
在
は
叉
世
界
の
了
解
(
明
亮
な
る
本
館
論
的
制
鬼
を
柿
脈
注
、
叉
供
量
得
る
彪

ω
一
の
本
慌
的
了
解
)
を
有
す
る

4
J
A
J
a
w
A
w
t
r
リ
ヒ
V
4
h
r

の
で
な
い
か
。
世
界
内
的
に
迦
越
す
る
貫
在
者
ご
印
も

ι、
れ
の
世
界
内
性
ご
交
沙
す
る
局
内
、
配
慮
す
る
「
世
界

内
在
」
仁
劃
し
て
・
世
界
ご
一
五
ふ
保
な
戎
物
が
白
か
ら
現
は
れ
る
の
で
な
い
か
o

世
界
ご
一
五
ふ
此
的
現
象
は
一
の

現
象
皐
前
的
議
続
中
に
現
は
れ
て
来
な
V
正
し
て
も
・
本
時
論
解
秤
を
要
求
す
る
こ
芭
な
し
に
、
常
に
か
、
晶
一
誠

す
る
範
囲

ω内
に
、

現
-
民
在
夫
れ
自
身
は
庇
〈
近
〈
に
ゐ
る
治
共
に
よ
っ
て
、

j
I
グ
リ
ツ
ヒ
h
M
4
ト

，

q

シ
ナ
B
ウ
工
砂
ト
リ
ツ
~

一の
E
H
M
在
可
能
性
、
帥
も
配
慮
さ
れ
た
る
世
界
内
的
資
仕
者
ご

一
緒
に
・

ぞ
れ
山
世
界
性
が

親
中
に
ゐ
る
の
で
な
い
か
。

そ
れ
い
が
配
慮
し
っ
、
波
入

一
定
的
仕
方
に
て
、
現
封
在
に
閃
〈
一
の
賞
在
可
飽
性
ef
有
す
る

ωで
な
い
か
。
現
質
在
の
か
、
る
質
在
可
能
性

が
、
配
慮
す
る
交
際
内
に
於
て
替
市
古
れ
得
る
な
ら
ば
.
右

ω如
〈
に
閃
く
現
象
を
跡
つ
け
吟
味
し
、
一
耳
は

v
之

. ， 一唱" .寸，



ρ

イ
ヂ
フ
ガ

l
氏
は
犬
よ
り
世
井
が
一
定

U
H方
に
於
て
、
削
何
に
組
一
日
正
に
閃
く
か
を
詳
諭

L
て
居
る
。
そ
う
し
て
同
民
川
幸
へ
る
単
に
上
れ

ば
、
世
界
が
一
定
の
仕
方
に
て
問
、
き
刷
る
な
ら
ば
、
世
界
は
一
般
的
に
刷
一
目
さ
れ
ざ
る
を
仰
な
い
も
山
ど
あ
る
。
且
廻
は
す
阻
雌
に
到
し
て
、
世
界
内

的
直
近
'
有
者
が
接
近
し
何
一
b
れ
る
と
同
時
に
、
世
界
は
4
4
w

惜
り
側
一
割
さ
れ
て
は
刷
る
の
亡
あ
る
じ
古
れ
ば
世
界
は
羽
針
作
が
日
正
者
と
し
て
既
に
其
の
向

に
ホ
リ

L
或
物
、
如
何
ぷ
に
か
し
て
明
日
に
犬
れ
か
ら
離
れ
た
拙
て
心
場
合
に
於

τ、
常
に
立
ち
蹄
り
侍
る
或
抑
E

て
あ
る
o

そ
う
し
て
世
井
内
宥
と
は

是
れ
ま
で
の
解
幣
に
位
へ
ば
、
蹴
兵
金
値
目
直
近
作
刊
き
柿
成
す
る
諸
柑
化
(
〈
の
コ
一
空
自
ヨ
向
。
=
)
中
に
川
地
旭
は
し
て
出
入
す
る
と
と
走
態
味
す
る
。
製

す
る
に
阻
胤
す
る
こ
と
は
世
井
叫
熟
知
に
基
V

て
、
そ
れ
が
あ
る
が
如
く
に
常
に
あ
る
の
で
、
そ
う
し
て
此
山
熟
知
に
於
て
、
現
抗
在
は
世
界
内
的
に

遭
遇
す
る
も
白
に
浪
入

L
作
る
白
て
あ
る
。
然
ら
ぽ
現
抗
正
則
一
時
知
す
る
比
一
山
世
持
は
何
て
あ
る
か
、
何
故
に
世
界
内
的
抗
在
者

ω
祉
制
酢
的
性
質
が
附

f
O
て
あ
る
か
。

a
T
h
詳
し
〈
一
以
へ
げ
M
A
旭
は
す
と
云
ふ
と
と
が
、
北
九
の
巾
に
「
瑚
〈
」
盛
山
指
定
金
植
は
如
伺
に
了
昨
さ
る
可
き
か
。
之
れ
に
答
へ
る

ー・

4T
「
据
え
附
り
」
、
そ
れ
い
自
身
に
於
て
白
炉
ら
を
現
は
す
号
れ
の
構
造
を
尋
ね
る
途
が
、
閲
か
れ
る
の
で
あ
る
。

同
め
に
は
、
百
々
は
請
桃
訟
を
一
野
H
H
他
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
肝
川
ー
で
あ
る
が
、
今
泣
具
と

L
て
特
に
優
位
を
山
め
る
抱
蹴
(
包
E
N
E
n
F宮
口
)
に

就
て
考
究
す
る
に
、
聾
す
る
に
指
定
は
本
噛
論
的
に
は
組
制
仙
の
基
本
、
い
性
也
書
判
を
俳
時
ナ
る
も
の
、
直
近
花
者
向
「
前
定
」
.
直
近
布
者
山
本
植
論
的

一件叩川町ふ← W 均一.-沼

廿
端
本
て
必
る
こ
と
が
洞
比
さ
れ
る
。
総
ら
ば
如
何
な
る
詰
昧
に
て
指
記
日
目
逗
私
有
の
「
前
定
ト
マ
あ
る
か
、
又
庇
近
和
有
山
本
位
泊
的
品
本
と
し
て
、

加
伺
祖
ま
で
世
外
性
一
般
の
俳
成
端
で
あ
る
か
。

要
す
る
に
世
界
内
的
に
遡
泊
す
る
も
の
或
は
在
近
在
者
は
、
或
物
に
指
定
さ
れ

τ居
る
こ
正
に
よ
ふ
り

τ露
は
に

さ
れ
て
居
る
o

そ
れ
は
本
来
或
物
に
指
定
さ
れ

τ居
る

(《出。

〈
白
羽
戸
内
耳
ロ
日
目
一
昨
)

王
子
ム
特
性
を
有
す
る
。

'つ
ま

ち
或
物
に
委
国
脚
す
る
の
で
あ
る
。
直
近
在
者
の
賞
在
特
性
は
委
明
性

(ι
耳

切

O
Z
E宮
町
)
で
あ
る
。
委
属
性
は
世

界
内
的
寅
在
者
の
寅
在
に
し
て
、
世
界
的
資
在
者
は
委
磁
性
に
於
て
、
需
に
先
づ
露
出

L
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
そ

う
し
て
世
界
内
的
貿
在
者
山
常
函

ω
一
の
委
属
性
は
、
次
的
委
脳
性
へ
ご
順
次
仁
聯
結
し
て
二
の
委
属
性
聯
結
、

ハ
イ
ヂ
ツ
ガ

1
山
一
刷
心
論
的
某
礎

四
七

."'・"'.. 



ハ
イ

F
ツ
ガ

1

6
刷
心
諦
白
基
礎

一
の
委
属
性
会
館
が
存
立

L
、
此
の
一
の
委
属
性
会
館
が
強
め
露
は
に
さ
れ
る
こ
芭
に
よ
'pτ
、
世
界
内
的
貿
在

三
回

A

者
の
営
面
の
一
の
委
厨
性
が
露
は
に
き
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
右
の
委
属
性
会
館
邸
主
委
属
性
関
係
の
且
聯
結

は
、
結
局
最
早
委
層
住
を
有
し
な
い
も
の
、
卸
も
世
界
内
的
に
底
近
在
す
る
ご
云
ふ
賞
在
仕
方
に
於
て
は
、
最
早

賞
在
者
で
な
〈
、
そ
れ
の
寅
在
は
世
界
内
在
に
よ

h
て
規
定
3
れ
、
世
界
性
並
(
物
が

ι-れ
の
賞
在
組
織
に
風
す
る

彪
の
賞
在
者
、

つ
ま
り
現
賞
在
に
立
も
戻
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
世
沸
及
び
世
界
性
に
接
近
す
る
縛
め
仁
は
、
吾

々
は
先
づ
現
質
在
の
賞
在
を
珠
備
的
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
そ
う
し
て
現
賞
在
が
差
し
嘗
・
。
自
己
指
定
の
様
相

に
於

τ、
共

ω内
に
ゐ
b
て
白
か
ら
了
解
す
る
蕗
り
も
の
一
(
豆
、
。
ユ
ロ
)
は
.
世
界
内
的
貿
在
者
が
差
し
嘗
b
迎
泡
苔

れ
る
地
盤

(
4〈
2
E白
山
口
)

で
あ
る
こ
正
が
事
ば
れ
る
。
要
す
る
に
「
委
居
住
の
賞
在
仕
方
に
於
て
、
質
在
者
が
遁

云渇
」、さ

現れ
象る
で生也
ゐ盤
る」
o l!: 

そし
う τ
L の
て

現百
貨が

主主
思き
ら名
指虚
メι())

すナ
モ解
己 Z
0) 
I也 γ
盤が
-r: 内
QJ こ
る d紅

型泊
りす、z
埜も
唱の
が」
、虫3

世
界 M
(.1)世

葉号

性
を
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
右

ω
分
析
は
丸
、
世
M
f
A
び
世
持
性
を
探
究
す
る
持
品
に
品
製
な
る
蹴
u
叶
を
、
漸
〈
明
か
に
す
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
し
ミ
正
に
遊
ん
で

考
察
す
る
斜
め
に
は
、
先
づ
現
貸
衣

ω
自
己
指
定
凶
嚇
結
は
削
何
た
る
も
目
ー
と
し
て
本
世
論
的
に
抱
挺
さ
れ
る
か
を
、
明
か
何
せ
ね
ば
な
ら
向
。
製
ナ

る
に
現
貸
主
由
自
己
指
一
山
口
、
後
に
詳
し
(
分
析
す
る
露
目
了
解
す
る
と
と
官
官
当
日
凶

Z
Zる
が
、
ょ
に
品
べ
し
世
界
内
的
自
札
者
の
委
届
酬
の

諸
闘
係
を
結
び
附
け
る
と
と
に
基
い
て
行
は
れ
る
も
白
に
し
て
、
そ
う
し
て
一
古
々
は
此

ω
結
び
附
け
る
と
と
を
、
「
誌
叫
す
る
」
(
官
“
t
c
Zロ
)
具
二
百

ひ
、
此

O
窓
昧
す
る
と
と
の
閥
係
士
世
或
は
枯
び
附
け
る
一
位
量
意
味
判
官
拓
国
旦

o
E
E
E
r
o
-
4
と
云
ふ
。
か

t
て
窓
昧
性
は
現
質
唱
が
あ
る
が
ま
h

. 
....' " 



《
イ
ヂ
ツ
ガ
3
白
捌
心
論
の
基
礎

三
四
九

に
常

ι其
山
内
に
あ
る
盛
山
も
の
、
剖
ち
世
界
心
構
造
を
確
定
す
る
も
山
で
あ
る
。
現
貨
在
は
意
味
性
の
熟
知
に
於
で
、
世
界
内
的
貿
持
者
(
即
ち
委

嵐
刊
戒
は
出
遅
在
性
白
貨
在
仕
方
に
民

τ
一
白
吐
界
内
に
沼
過
し
、
か
(
で
そ
れ
白
白
峰
に
持
て
向
か
ら
を
告
知

L
得
る
官
在
者
)
出
館
は
に
さ
れ
得

る
可
能
性
山
本
値
的
峰
刊
て
あ
る
。
か

E
て
開
示
き
れ
た
る
意
咋
性
は
、
現
-MH
在
心
帥
ち
そ
札

ω世
界
内
高
山
理
論
存
花
的
制
樋
と
し
て
、
一
山
委
届

性
会
値

ω
践
は
に
さ
れ
仰
る
可
能
性
の
半
世
的
協
件
で
あ
る
。

《
イ
ヂ
フ
ガ
i
氏
は
以
上
越
べ
し
如
〈
、
直
混
在
者
(
委
嵐
性
)
山
政
荘
も
亦
吐
持
性
共
物
を
も
、
縮
局
一
の
指
定
聯
結
と
し
て
視
克
す
る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
て
夫
れ
よ
り
、
ヂ
カ
ー
ル
ト
由
世
界
本
岨
論
を
批
判
的
に
吟
味
し
て
白
誌
を
砧
か
拍
ん
と
企
だ
て
、
終
り
に
如
師
な
る
意
味
に
て
空
間

が
、
世
界
四
一
構
成
議
で
あ
る
か
世
論
究
し
て
肘
る
。

ρ

士
ア
ッ
ガ
l
氏
は
先
づ
世
界
内
的
匹
近
在
性
の
虫
間
性
世
論
じ
、
・
慌
に
世
界
内
在
白
書
間
性

世
論
亡
、
そ
う
し
て
終
り
に
羽
目
訓
心
掛
川
刊
と
出
問
問
姐
山
哲
串
的
信
義
を
論
究
し
て
居
る
の
で
、
此
出
蝿
に
同
氏
が
只
世
井
内
請
に
基
い
て
の
み
可

能
な
る
、
羽
賀
在
特
有
山
塑
聞
と
相
す
る
も
の

E
詳
論

L
、
そ
う
し
て
「
控
聞
は
主
観
山
内
に
あ
る
も
で
も
、
亦
世
井
出
向
坦
間
山
内
に
あ
る
の
で
も
な

〈
、
空
間
は
事
る
、
現
質
析
を
構
成
す
る
世
界
内
在
出
世
間
を
開
示
せ
る
剛
山
り
、
世
外
山
「
内
」
に
あ
る
も
む

f
あ
る
」
と
云
ふ
且
解
を
請
通
t
て
居

る
。
余
は
共
山
見
解
に
大
に
興
味
を
閉
じ
た
が
、
此
慮
に
は
説

早
飴
白
が
な
い
か
ら
、
共
同
説
越
を
省
い
て
恒
{
。

六

共
賀
在
及
び
自
己
責
在
ざ
し
て
の
世
界
内
在

(
巴
包
同
国
H
L
2
h
司
自
】
昨
日
邑
ロ
P
U

匡
E同
色
白
血

-
Z
Eロ)

副
賞
在
。
基
本
格
誌
と
し
て
の
世
界
内
在
山
第
二
叫
構
造
契
棋
は
、
さ
き
に
述
ペ

L
削

f
、
常
に
世
耕
内
在
心
様
式
に
於
て
存
す
る
賀
在
者
、
印
ち

現
前
在
自
平
均
的
日
常
日
の
様
相
に
於
け
る
「
誰
」
て
あ
る
。
然
る
に
現
賀
在
四
一
切
由
貿
在
格
誌
、
随
ふ
て
又
此
由
諮
問
題
に
答
へ
る
現
象
は
、
現
費

布
申
請
様
式
に
し
て
、
此
等
凶
請
様
式
回
本
雌
郡
高
的
特
別
論
は
一
円
理
繭
存
在
的
特
性
論
て
あ
る
。
か
(
で
此

ω
問
題
を
先
d
j
正
山
首
に
決
定
L
、

E
つ

ー・ 4 ， 守・....-~ 



i

川

E
通

的噂網島幅醐ゆぬ帽除制偽幽同風俗;.o..~体制

戸
イ
ヂ
ア
ガ

3
ω
閥
心
諦
凶
基
礎

五
O 

斑
賀
在
世
日
常
世
白
一
一
括
山
幽
い
現
説
的
組
域
ポ
明
か
に
認
め
ら
る
可
き
塗
在
、
大
値
上
品
一
市
す
る
こ
と
が
冊
、
提

γ
あ
る
o

そ
う
し
で
誰
川
幽
が
依
っ
て

-
以
て
答
へ
ら
れ
る
現
訟
の
古
向
に
於
て
探
究
す
る
こ
之
は
、
世
界
内
油
企
同
様
に
脱
出
判
的
な
る
明
抗
在
的
諸
枯
品
、
印
ち
共
抗
有
及
V
共
明
貨
在
に
吾

人
を
導
〈
O

Z
此
白
抗
J

刷
新
に
於
て
、
日
常
的
自
己
主

ω
請

が

根

抵

Zし
、
立
山
協
同
は
支
出
日
情
性
の
「
主
型
企
刺
し
狩
守
山
、

即
ち
「
人
間
」
(
仏
E
u
r
Fロ
)
乞
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
此
湛
に
平
均
的
到
抗
和
の
「
鵠
L

に
附
す
る
研
拭
は
、
左

ω
削
く
に
分
た
れ
る
。
日
い
「
現
抗

在
の
誰
に
闘
す
る
叫
諭
有
泊
仙
川
越
的
草
山
」
@
例
「
仙

ω
井
副
主
?
日
常
的
若
μ，

Eo川
「
日
出
向
白
己
目

A
と
人
川
川
」
0

さ
き
に
ゆ
地
べ

L
如
〈
現
質
在
は
、

怖
に
我
自
身
で
ゐ
る
蕗

ω質
在
者
仁
し
て
、

ぞ
れ
酢
の
-MM
荘
は
「
慌
仁
我
山
り
」
で

あ
る
o

そ
う
し
て
此
の
現
封
府
の
基
本
規
定
性
及
び
共
の
他
の
一
諸
規
定
性
は
、
現
質
在
が
訴
で
あ
る

P
Z
云
ふ
問

題
に
・
院
に
答
仰
を
典
へ

τ居
る
慌
に
見
ね
る
。
併
し
般
に
論
遁
せ
る
彪
に
よ
り

τも
察
知
さ
れ
る
如
(
、
吾
人

は
我
の
形
式
的
所
奥
性
を
以
て
、
誰
問
題
の
現
象
的
に
充
分
な
る
符
解
の
出
品
百
姑
ぜ
な
す
こ
ご
は
山
来
な
い
。
世

界
内
在
の
解
明
が
示
せ
る
如
〈
、
世
界
E
離
れ
た
一
の
車
な
る
主
制
闘
が
、
先
づ
最
初
に
存
す
る

ω
で
な
く
、
又
決

し
て
輿
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
な
い
。
か
〈
て
同
品
川
に
一
の

4
立
せ
る
我
が
、
「
他
」
か
ら
離
れ
て
最
初
に
興
へ
ら
れ

て
居
る
の
で
な
い
o
併

L
「
他
」
は
常
仁
世
界
内
花
中
に
共
に
其
践
に
あ
る
と
す
る
も
、
此
的
現
象
的
確
定
は
、
左

ー

様
に
「
興
へ
ら
れ
た
る
も
の
」
的
本
鱒
論
的
構
世
田
が
自
明
的
で
ゐ
つ

τ、
敢
℃
研
究
を
要

L
な
い
も
の
さ
一
再
ふ
様
に

誤
解
苫
れ
て
は
な
ら
泊
o

吾
人
は
先
づ
最
ご
も
延
き
、
目
指
紋
態
に
於
け
る
此
的
共
現
賢
在
を
現
象
的
に
陶
明

L
、
本
概
論
的
に
解
耕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

却
設
是
れ
ま
で
の
分
析
に
於

τは
、
世
界
内
的
に
遁
池
す
る
も
の
、
範
囲
叫
、
先
，
つ
碇
「
近
く
に
在
る
滋
臭
乃

-， . . .. .. . 



歪
現
存
す
る
自
然
、

か
〈

τ非
現
寅
荘
的
特
性
含
有
す
る
寅
在
者
に
限
ら
れ
て
居
化
。
そ
う

L
て
比
の
制
限
は
菅

に
解
明
を
簡
単
仁
す
る
緩
め
に
必
要
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
す
、
一
見
に
何
よ
り
も
第
一
に
、
「
他
」
的
世
界
内
的
に
溜

過
す
る
現
質
在
の
賞
在
仕
方
は
、
直
近
在
性
及
び
現
存
性
か
ら
異
な
っ
て
居
る
が
縛
め
に
、
必
要
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
然
る
に
今
や
吾
々
の
分
析
を
準
め

τ行
〈
己
、
吾
々
は
見
廻
は

Lτ
配
慮
す
る
現
質
在
吉
岡
被
な
現
質
在

を
も
・
世
界
内
的
仁
見
出
す
の
で
ゐ
る
。
此
の
賞
在
者
は
現
存
す
る
も
の
で
も
、
亦
碇
混
在
す
る
も
の
で
も
な

〈
、
其
等
の
賞
在
者
を
露
は
に
す
る
現
寅
在
其
物
ピ
同
様
な
仕
方
に
於

τあ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
そ
れ
も
「
亦
」
有

り
、
「
共
に
」
其
蕗
に
あ
る
の
で
あ
る
。
ぞ
う
し

t
比
山
賀
在
者
的
「
共
に
」
あ
る
ご
云
ふ
こ
乙
は
、

そ
れ
は
一
の
現

寅
在
的
な
る
も
の
で
ゐ
る
こ
ピ
、
叉
「
亦
」
あ
る
己
云
ふ
こ
ご
は
、
見
廻
は

l
τ
配
慮
す
る
世
界
内
花
正
[
て
の
質

在
正
、
同
様
な
性
質
を
有
す
る
も
の
な
る
を
意
味
す
る
。

き
れ
ば
「
他
し
の
「
共
に
」
及
び
「
亦
」
は
理
論
存
在
的
な
る

も
の
に
し
て
、
理
論
存
在
的
に
了
解
古
る
可
き
も
の
で
め
る
。
ぞ
れ
は
限
界
内
的
仁
「
共
に
」
又
「
亦
」
現
存
す
る
古

云
ふ
本
館
論
的
特
性
hz
有
可
る
の
で
は
な
い
の
で
、
防
ふ
て
決
し
て
範
時
的
仁
了
解
古
る
可
き
も

ω
で
な
い
。
そ

う

Lτ
「
他
」
が
有
す
る
此
内
「
共
に
」
あ
る
世
界
内
在
性
に
基
い
て
、
世
界
は
常
に
、
我
が
「
他
」
ご
共
有
す
る
世
界

で
ゐ
る
。
現
貨
在

ω世
界
は
共
世
界
(
芸
作
者
岳
)
、

「他」

ω世
界
内
的

内
在
は
「
他
」
己
の
共
質
在
(
己
正
日
卒
、

自
位
賞
在

ヘ〉

EnFE-M)
は
共
現
賞
在

(
E
E
E
0
5
)
で
あ
る
。

ハ
イ
ザ
ア
ッ
ガ

l

氏
は
夫
れ
よ
り
、
「
他
一
の
「
北
現
抗
在
」
及
び
「
共
民
和
」
に
就
て
、
詳
し
(
論
述
し
て
肘
る
が
、
此
世
胞
に
は
其
白
大
弾
止
さ
え
辿
ベ
る

ρ

イ
ダ
ツ
ガ
ー
の
闘
心
繭
の
基
礎

五

‘・

，"・..'. ~ 



A

イ
ヂ
ツ
ガ
E
b
欄
心
論
。
基
礎

五

曜
は
な
い
か
ら
省
略
し
て
置
〈
。
併
し
閥
心
に
基
〈
心
と
心
と
D
相
互
作
用
或
は
刷
係
を
以
て
、
世
曾
的
な
る
も
由
h

元
素
的
事
貨
と
見
る
余
白
註
曾

凪
平
田
見
地
か
ら
見
て
、
山
イ
デ
ッ
カ
l
氏
自
「
共
現
貨
在
」
及
び
「
共
史
在
」
由
訟
は
甚
だ
興
味
あ
る
も
白
で
あ
る
か
ら
、
他
由
絢
文
に
於
て
之
を
特
に
詳

L
f論
述
し
た
い
と
思
ふ
。

今
共
質
在
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
る
本
髄
論
的
に
重
要
な
る
結
果
は
、
「
自
己
現
寅
在
」
及
び
「
他
現
賞
在
」
の
「
主

翻
特
性
」
は
、
理
論
存
在
的
ド
、
帥
も
貫
在
す
可
量
一
定

ω諸
仕
方
か
ら
・
規
定
吉
れ
る
正
云
ふ
洞
見
の
中
に
、

合
ま
れ

τ居
る
o

四
国
世
界
的
に
配
慮
さ
れ
た
る
も
の
の
中
に
、
「
他
」
は
そ
れ
が
め
る
蕗
の
も
の
ご

Lτ
遭
遇
す

る
、
郎
も
「
他
」
は
そ
れ
が
笹
む
、
従
事
す
る
、
追
求
す
る
喝
の
色
の
で
あ
る
o

そ
う
し

t
人
々
が
「
他
」
ご
、
「
他
」

の
潟
め
に
、
叉
「
他
」
に
謝
し
て
震
せ
る
も
の
、
配
慮
中
に
は
、
「
他
」
ご
の
差
別
に
閲
す
る
閲
心
(
巳
町
内
伊
丹
阿
O
)

が

絶
へ
十
存
す
る
o

か
〈
て
相
互
共
存
a
(
ι

町
百
件
。

E
E庁
自
己
ロ
)
は
、
此
の
差
別
或
は
阻
隔
に
よ
h
て
不
安
に
な
る
、

或
は
悩
ま
き
れ
る
。
理
論
存
在
的
に
一
五
ひ
表
は
せ
ば
、
相
互
共
存
は
阻
隔
性
ご
一
五
ふ
特
性
を
有
す
る
。
備
は
此
の

賞
在
仕
方
は
そ
れ
が
日
常
的
現
賞
在
其
物
に
謝

L
て
目
立
た
な
い
ほ
ど
、
盆
々
頑
強
に
且
つ
根
源
的
に
作
用
す
る
。

併
し
共
由
民
在
に
属
す
る
此
の
阻
隔
性

ω中
に
、
現
寅
在
は
相
互
共
存
正

L
て
は
、
「
他
」
に
服
従
す
る
正
云
ふ
こ

ご
が
合
ま
れ
て
居
る
o
現
寅
在
は
大
れ
自
身
で
あ
る
の
で
な
い
。
「
他
」
は
そ
れ
か
ら
質
在
を
取
b
去
っ
て
居
る
。

「
他
」
の
意
向
は
現
質
在
の
日
常
的
質
在
可
飽
性
を
友
右
す
る
。
此
の
場
合
に
此
等
の
「
他
」
は
是
れ
ピ
定
ま
れ
る

「
他
」
で
な
い
。
併
し
各
「
他
」
は
此
等
の
「
他
し
を
代
表
し
得
る
。

芭
に
か
〈
共
質
在
E
し

τの
現
質
在
が
、
議
期
せ

目・ 4‘ ・.• -~ 



中
に
受
付
る
虞
の
目
立
た
な
い
「
他
」
の
支
配
は
、
決
定
的
で
め
る
。
人
自
身
は
「
他
」
に
麗
し
、
「
他
」
の
カ
を
固
め

る
O

人
が
自
分
の
本
質
的
仁
「
他
L

じ
従
崩
す
喜
ニ
吉
を
覆
よ
矯
め
に
、
特
に
「
他
」
ピ
稀
す
る
も
の
は
、

日
常
的
相

互
共
存
に
於

τ
は
最
初
に
叉
大
抵
は
「
其
慮
に
あ
る
」
蕗
の
も
の
で
あ
る
。
「
誰
」

2
E
J
4
2
)
は
此
の
人
叉
か
の

人
で
な

f
、
人
自
身
で
な
(
、
或
人
々
で
な
(
、
叉
総

τの
人
々
の
総
計
で
も
な
い
。
「
誰
」
は
中
性
名
詞
わ
「
人

間」

(
L
自

己

E)
で
め
る

O
H
Vて
省
内
1
・目
ω

二
B
2
0
Z
5
2・
色白

ζ
2・
「
人
間
」
hι
日
冨
山
口
)
は
一
の
理
論
存

在
的
な
る
も
の
じ
・
し
て
、
根
源
的
現
象
正
し
て
現
質
在
の
積
極
的
組
織
に
局
す
る
。
そ
う
し
て
人
聞
は
現
賞
在
的

日
常
的
現
貨
在
の
「
郡
広
〕
は
「
人
間
自
己
」
(
吉
富
山
干
印
。
-Fω
円
)
に
し

具
館
化
の
輔
々
な
る
可
能
性
を
有
す
る
。

て
、
そ
れ
は
固
有
的
「
自
己
」
か
ら
匝
別
さ
れ
る
。

グ
ス
、
7

b

「
人
閃
」
仁
於
り
る
英
資
在
及
び
自
己
貸
在

ω解
蒋
に
よ

b
f
、
相
瓦
共
存
の
日
前
性
の
「
誰
」
附
題
は
答
解
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
此
の
解
蒋
は
叉
同
時
に
現
賞
在
の
基
本
構
慈
の
一
の
具
健
的
了
解
を
奥
へ
る
o

そ
う
し
一
1
世
界
内

在
は
そ
れ
の
日
常
性
及
び
卒
均
牲
に
於
て
問
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

H
常
的
州
立
共
存
由
貿
在
は
、
且
掛
上
本
健
論
的
に
純
現
存
性
に
近
づ
い
て
屑
る
に

Mm
ら
ず
、
原
則
的
に
是
れ
と
異
な
っ
て
居
る
と
ず
れ
ほ
、
間
有

的
「
自
己
」
白
皇
位
向
旺
さ
ら
現
存
性
と
し
で
了
解
さ
れ
得
な
い
で
あ
ら

t
d有
的
自
己
主
は
、
「
人
間
」
恥
ら
舵
離
せ
る
、
主
担
山
一
白
例
外
ト

趨
に
基
づ

4
の
c
k
t、
一
の
本
質
的
な
る
叩
論
存
在
的
な
る
も
の
と
し
で
の
「
人
間
」
白
、

一
白
瑚
諭
存
在
的
雄
容
ず
あ
る
。

一一一一一

七

あ
る
が
ま
〉
の
内
在

B
g
F
H臼
田
町
田
町

vgrZ田
)

ρ

イ
ヂ
ツ
ガ
'
白
岡
心
備
の
基
礎

三
五
三
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ρ

イ
ヂ
ツ
が

l
叫
闘
心
諦

ω
基
礎

三
査
四

さ
告
に
辿
ペ

L
加
〈
現
良
和
由
法
本
榔
地
た
る
世
界
内
在
心
筋
三
山
印
ち
最
後
白
郁
也
契
捕
は
、
あ
る
が
ま
L

白
内
在
で
あ
る
。
き
れ
ば
現
質
加
の

基
本
格
誌
の
解
締
は
、
紡

M
あ
る
が
ま
込
山
内
配
に
迦
ら
ね
は
な
ら
由
。
単
に
此
白
あ
る
が
ま
ミ
山
内
旅
山
深
奉
者
察
は
、
現
貨
在
山
根
源
的
貿
在
印

ち
捌
心
(
岳
ぬ
印
。
円
四
四
)
を
把
捉
す
る
訟
を
闘
〈
白
で
あ
る
。

夫
れ
陛
界
内
在
に
よ

h
て
本
質
的
に
構
成
さ
れ
る
寅
在
者
は
、
夫
れ
自
身
で
常
に
そ
れ
の
「
其
所
」
(
り
と
で
あ

る
。
「
茶
所
」
(
り
と
は
1

此
所
」
ご
「
彼
所
」
(
話
百
円

ECE--仏
0
1
2
)
を
指
す
。

一
の
「
我
H
此
所
」
(
氏
P

3

H

吾
川
回
目
立
三
)

の
「
此
所
」
は
、

一
の
直
近
在
す
る
「
彼
所
」
か
ら
慌
に
了
解
さ
れ
る
。
現
賞
花
山
り
理
論
存
在
的
昼
間
性
(
現
質
在
に

謝
し
て
あ
る
が
如
〈
に
そ
れ
の
「
場
所
」
を
規
定
す
る
蕗
の
)

は
、
世
界
内
在
仁
基
い
て
居
る
。
彼
所
は
世
界
内
的

に
遡
過
す
る
も
の
、
規
定
性
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
此
所
」
及
び
「
彼
所
」
は
、

只
一
の
「
其
所
」
に
於
て
の
み
、
卸
も

「
其
所
」
り
寅
在
ご
し
て
昼
間
性
を
開
示

L
た
一
の
質
庇
者
が
ゐ
る
に
於
て

ω
み
、
可
能
で
あ
る
o

此
の
質
在
者
は

ぞ
れ
の
最
固
有
賀
在
に
於
て
、
「
聞
き
H
H

て
居
な
い
」
ご
一
手
ム
特
性
を
有
す
る
。
そ
う
し
て
「
某
所
」
三
百
ふ
言
表
は

此

ω本
質
的
な
「
被
同
一
市
性
」

2
5
F
R
E
O
B
E
E斤
)
を
意
味
す
る

ω
で
あ
る
o

被
開
示
性
に
よ
h
J
L
此
の
質
在

岩
{
現
質
在
《
凶
自
己
E
Eロ
)
は
、
世
界
の
「
其
所
に
在
る
こ
さ
」
(
品
自
己
肝
耳
目
ロ
)

τ「
其
蕗
」
に
あ
る
の
で
ゐ
る
。
現
賞
在
(
且
E

吉
相
合
し

τ、
そ
れ
自
身
に
依

ロE
Eロ
)

は
本
来
そ
れ
ゆ
「
某
所
」
を
伴
な
ふ

τ居
る
の
で
、
之
れ

を
繰
り
は
現
質
在
は
官
じ
」
品
質
上
存
立
し
な
い
の
み
な
ら
す
、

一
般
に
か
、
る
本
質
の
質
在
者
は
存
立
し
な
い
。

現
寅
在
は
ふ
れ
の
被
開
示
性

t
あ
る
。

，..... • 



今
先
づ
此
の
質
在
の
構
成
が
究
明
4
0

れ
巴
ね
ば
な
ら
な
い
o
然
る
に
署
員
在
の
本
質
は
再
再

γ
あ
る
以
上
は
、

於
て
関
係
す
る
質
在
は
、

そ
れ
の
「
英
蕗
」
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
を
意
味
す
る
。
併
し
分
析
の
進
行
上
被
開
示
牲
の

「
現
質
在
は
そ
れ
の
被
開
示
性
で
ゐ
る
」
正
一
五
ム
理
論
存
在
的
命
題
は
、
同
時
仁
、
此

ω賞
在
者
が
そ
れ
の
質
在
に

質
在
の
第
一
次
的
構
成
の
特
性
附
げ
の
外
に
、
此
の
質
在
者
が
日
常
的
に
そ
れ
の
「
某
所
」
で
ゐ
る
践
の
・
質
校
仕
方

の
解
粋
が
必
要
ど
な
る
o

か
〈
て
あ
る
が
ま
、
の
内
在
郎
も
「
其
所
」
的
資
庄
の
解
明
は
、
二
つ
の
部
分
に
別
た
れ

る
u

共
の
一
は
「
北
所
」
の
理
論
存
花
的
構
成

ω解
明
に
し
工
、
其
の
こ
は
「
共
所
」
の
日
常
的
貿
花
及
び
現
賞
在
の

離
落
(
巳
日
〈
向
江
町

--mロ
ι
E
U
E丘
町
百
)
の
解
明
で
あ
る
。

却
設
一

H
m」
内
瑚
諭
存
羽
的
紘
成
の
考
高
に
於
て
、
川
口
々
は
先
づ
「
共
陛
」
に
あ
る
と
と
の
ニ
つ
の
阿
隼
根
源
的
な
る
緋
成
的
様
式
を
踏
め
る
。
北
白

一
は
情
t
H
H
「
て
古
る
こ
と
(
品
布
団
内
音
色
nFro-n、
似
り
に
H
H
仙
川
真
性
と
却
し
て
置
{
)
、
共

ω
ニ
は
了
解
す
る
ζ

と
(
告
ω

〈
司
法
官
ロ

)γ
あ

る
。
的
ゐ
に
同
者
共
に
語
る
こ
と
へ
L
昂
同
色
。
)
に
よ
り
て
同
等
根
諒
的
に
規
定
さ
札
て
川
る
。
さ
れ
げ
「
共
所
」
の
瑚
諭
有
誼
凶
排
凶
は
、
有
の
一
-
一
者

自
考
究
に
よ
り
て
附
明

さ
れ
る
の
で
あ
る
Q

吾
々
が
本
慨
論
的
に
具
情
在
性
Z
一
再
ふ
名
稀
で
表
は

3
A
ご
す
る
も
の
は
、
本
健
的
に
は
最
古
も
熟
知
さ
れ
一
1

居
る
、
又
最
己
も
日
情
的
な
る
も
の
・
的
も
気
分
言
。

ω
Z
E
E
E同
)
‘
気
分
附
げ
ら
れ
て
居
る
、
或
は
気
分
を
も

っ
て
居
る
こ
ご

(
ι
E
の
日
E
E
2
0
)
で
あ
る
。
そ
う
し
て
本
憧
論
的
に
は
、
気
分
は
現
資
在
の
根
源
的
資
在
仕
万

に
し
て
、

一
切
の
認
識
及
び
意
欲
に
先
立
ち
て
開
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
具
情
在
性
は
先
づ
現
質
在
を
そ
れ

山
イ
ダ
ツ
ガ
ー
の
刷
心
論
の
基
礎

三
五
五

. 宮一.司.....



ハ
イ
プ
ツ
ガ

E
の
闘
心
輸
の
基
礎

五
プ三

の
「
某
所
」
に
投
入
3
れ
て
居
る
こ
ご
(
此
〈
て
叶
辺
賞
在
は
世
界
内
在
ご
し
て
「
其
所
」
に
あ
る
)
郎
ち
被
投
入
性
に
於

τ、
且
つ
最
初
に
叉
大
抵
は
逃
避
的
時
向
の
様
式
に
於
て
開
示
す
る
。
是
れ
具
情
在
性
の
第
一
の
本
館
論
的
本
質

特
性
で
あ
る
、
夫
に
気
分
は
市
仁
世
界
内
在
を
会
館
ご
し
て
開
示
す
る
も
の
に
し

τ、
現
賞
在
が
白
か
ら
何
か
へ

向
ふ

τ行
〈
こ
正
を
、
第
一
に
可
能
な
ら
し
め
る
o
是
れ
具
備
在
性
の
第
二
の
本
櫨
論
的
本
質
特
性
で
あ
る
o

共

情
在
位
以
夏
に
第
三
の
本
鱒
論
的
本
質
特
性
を
有
す
る
。
夫
れ
は
就
中
世
界
的
世
界
性
の
透
徹
的
了
解
仁
貢
献
す

る
も
の
に
し
て
、
要
す
る
に
現
質
在
の
世
界
開
放
性

(
品
一

o
J
4
m
-
E伊
国

EH)
を
理
論
存
在
的

γ
構
成
す
る
ご
一
式

ふ
こ
，
乙
で
あ
る
o

世
界
内
的
資
在
者
が
依
工
以
て
現
賞
在
に
遭
泊

L
得
品
蕗
の
、
現
賞
在
が
開
示
し
っ
、
世
界
に

向
り
ら
れ
る
或
は
指
闘
苫
れ
る
ご
一
お
ふ
こ
正
は
、
民
情
在
性
の
中
に
理
論
存
在
的
に
合
ま
れ

τ贈
る
の
で
あ
る
。

辛
う
し
て
具
情
在
牲
の
現
象
以
、
恐
怖
三
百
ふ
ぞ
れ
の
一
定
の
様
相
に
於
て
、

一
一
府
長
櫨
的
な
仕
方
に
て
謹
明
さ

れ
得
る
の
で
あ
る
。

上
仁
越
べ
し
如
〈
、
具
情
在
性
£
同
等
根
源
的
に
「
其
所
」
の
賞
在
を
構
成
す
る
も
の
は
、
了
解
す
る
こ
ご
で
あ

一→一一一一

る
O

そ
う
し
て
了
解
す
る
こ
デ
ペ
此
の
如
〈
に
基
本
的
な
る
理
論
存
在
的
な
る
も
の
ご
解
蒋
す
る
に
於
て
は
‘

ぞ
れ
は
現
貨
在
の
質
在
の
根
本
様
相
で
ゐ
る
。
要
す
る
に
了
解
す
る
こ
ご
は
、
現
質
在
其
物
の
特
有
の
賞
在
可
能

2
2
m広
島
山
口

E
ロ
)
に
し
て
、
そ
れ
は
そ
れ
自
身
に
於
て
、

そ
れ
自
身
ご
共
に
ゐ
る
賞
在
の
因
由
を
開
示
す
る
も

の
で
ゐ
る
。

， . .・... • ~ 



今
了
解
す
る
ζ

之
は
剛
一
部
す
る
こ
と

A
L
て
は
、
常
に
世
井
内
正
由
松
本
組
軸
全
世
に
刷
係
す
る
。
内
在
は
貸
在
可
船
、
と
し
て
は
、
常
に
世
非
内
花

可
能

(ι
富
田
巾
吉
円
α
2
5ロ
H
E
H
ι
司

dF4巳
円
)
て
あ
る
。
そ
う
し
て
了
解
す
る
こ
主
は
、
そ
れ
に
於
で
開
示

L
得
ら
れ
る
も
の
山
一
胡
の
本
質
的
方

向
に
於
て
、
常
に
諸
可
能
性
会
百
言
。
同
】
HOE-内E
Eロ
)
に
結
入
す
る
O

R

暗
れ
了
解
す
る
こ
と
は
そ
れ
自
身
に
於
て
、
苦
々
が
設
計
(
骨
内
向
3
7
2
1
}

と
都
歩
る
斑
論
存
京
的
都
匙
を
布
す
る
か
ら
で
島
る
。
了
解
す
る
ζ

と
の
設
計
特
例
は
、
一
由
貿
北
可
能
の
「
共
所
」
と
し
て
曲
、
目
界
内
在
の
「
共
所
」

白
被
側
一
割
性
に
闘
し
て
、
世
削
介
内
古
い
を
都
成
す
る
。
散
計
は
事
抗
的
民
司
可
能
山
舞
謹
白
四
九
耐
存
在
的
自
布
組
織
で
あ
る
。
そ
う
し
て
現
貨

rは
、
そ

れ
山
日
和
に
位
入
さ
れ
た
る
も
の
?
と

L
て
は
、
設
計
す
る
と
云
ふ
到
非
引
a
M
に
於
て
投
入
さ
れ
て
川
市
る

ω
て
あ
る
。
了
解
す
る
こ
と
は
設
計
す
る
こ
と

為
し
て
は
、
現
町
在

D
-
ω
柳
川
和
引
Jn
に
し
て
、
共
山
武
花
仕
方
に
於

τは
、
現
民
主
は
可
能
性
と
し
て
の
そ
れ
山
可
能
判
で
あ
る
。

ρ
イ
デ
ツ
ガ

1
凶
嗣
心
前
の
基
礎

=一E
七

f
併
す
る
と
と
は
そ
れ
り
設
計
柄
叫
に
於
可
、

-
n
々
が
副
賞
在
の
「
且
る
こ
と
」
(
岳
何
回
の
V
m
ι
田
口
白
日
ロ
凶
)
と
糊
す
る
も
自
主
珂
諭
存
在
的
に
冊

立
す
る
。
そ
う
し
て
第
一
・
史
的
に
且
つ
一
般
的
に
、
存
杭
に
刷
係
す
る
此
の
「
礼
る
こ
と
」

t
、
苦
々
は
洞
且
企
庁
ロ
ロ
月
官
自
宮
高
官
と
と
一
百
ふ
。

此
単
に
苦
々
が
自
己
認
識
と
云
ふ
詰
よ
り
も
、
此
白
日
制
打
犯
と
一
百
ふ
語
を
誕
ぷ
由
は
、
是
れ
此
雌
て
は
一
の
自
己
肺
(
命
日
目
。
一

z
q
cロ
吉
)
を
知
先
し
つ

L
叩
昨
り
山
し
、
輔
副
附
す
る
ζ

と
が
問
題
て
な
〈
、
世
界
内
在
山
士
吉
融
開
示
性
を
、
世
耕
内
本
山
本
質
的
組
織
契
機
を
泊
じ
て
知
配
的
に
担
拠
ナ
る
乙

と
が
、
肝
挺
て
あ
る
ζ

と
を
示
さ
ん
が
鴻
め
で
あ
る
。
存
誼
す
る
筑
寸
者
旧
、
凡
そ
れ
が
そ
れ
の
存
棋
の
俳
成
的
拠
出
と
し
て
世
界
に
於
け
る
そ
れ

引
自
在
に
於
て
、

R
「
他
」
と
山
北
貨
和
に
於
て
、
同
等
級
源
的
目
綱
H
A
さ
れ
る
以
上
に
於
て
凶
み
、
「
白
か
ら
」
を
且
る
の
で
あ
る
ω

此
出
血
に
「

A
る
こ
主
」
L

三
百
ふ
は
、
七
青
々
が
「
共
所
」
凶
被
開
示
引
を
特
刊
附
け
る
も
ゆ
と
認
め
る
「
鮒
ら
さ
れ
る
と
と
」
念
日
の
色
岳
Z
F
2
4
k
、

判
胞
ず
る
も
の
で
あ
る
O

そ
う
し
て
制
似
て
の
「
品
る
己
主
」
は
、
松
本
的
に
は
了
解
す
る
ζ

と
に
悲
(
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
直
翻
す
る
こ
と
」
も
時
「
思

惟
す
る
己
と
も
却
に
了
解
す
る
己
と
か
ら
蹴
企
せ
る
も
の
て
あ
る
。
か
〈
て
品
象
車
的
「
本
質
諦
糊
」
も
、
ム
γ

A

リ
了
解
す
る
子
と
に
基
(
の
で
あ
る
o

却
設
以
上
越
べ
来
り

L
蕗
に
よ
れ
ば
、

具
情
在
性
ご
了
解
す
る
こ
さ
、
は
理
論
存
在
的
な
る
も
の
ご

L
て
、
世

界
内
在
句
根
源
的
被
開
示
性
を
特
性
附
り
る
も
の
で
あ
る
。
現
貧
在
は
「
気
分
附
け
ら
れ
て
居
る
」
正
云
ふ
仕
方
に

於
て
、
そ
れ
が
困
て
存
立
す
る
慮
の
諸
可
能
性
を
「
見
る
」
。

か
、
る
諸
可
能
性
を
設
計

L
っ
、
開
示
す
る
こ
芭
に

d ・"""



ノ
イ
デ
ツ
ガ

l

山
附
心
請
の
基
礎

三
五
λ

於
一
工
、
現
質
在
は
慌
に
気
分
附
り
ら
U
て
居
る
。
段
固
有
な
質
在
可
能
川
設
計
は
、
「
其
所
」
に
投
入
さ
れ
て
居
る

さ
云
ム
収
資
に
、
引
一
4
d

波
さ
れ
て
居
る
o
併
し
投
入
さ
れ
た
る
設
計
ピ
云
ム
意
味
に
於
て
、
「
民
所
」

ω質
在
の
理

論
作
在
的
組
織
を
解
明
せ
ん
ど
す
る
に
於

τは
、
現
質
在
り
質
在
は
一
府
畷
昧
な
る
も
の
ご
な
る
の
で
な
い
か
。

W
H
際
ぞ
う
で
あ
る
。
か
〈
て
苦
々
は
第
一
に
此
り
質
在

ω
瞬
昧
牲
を
今
一
〈
除
去
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
ア
ぞ
う
し
て
先
づ

日
九
怖
在
的
了
解
山
日
術
的
武
布
仕
方
、
「
花
井
所
」
り
全
き
被
側
一
市
性

ω
日
常
的
賞
在
仕
方
を
、
充
分
に
洞
脱
す
る
潟

め
仁
も
、
此
等
的
理
論
存
在
的
な
る
も
の
を
、

一
府
具
眼
的
仁
精
先
す
る
二
三
が
肝
要
で
め
る
。

今
了
解
す
る
一
て
乙
の
胤
問
戒
は
完
成
を
、
吾
々
は
解
粋
(
〉
E
一
何
回
百
四
)
正
一
吉
ふ
。
了
解
す
る
こ
ご
は
解
稗
に

於
工
、

ぞ
れ
心
了
解
せ
る
も
り
を
、
了
解
し
っ
、
自
分

ωも
の
と
す
る
。
解
粋
は
理
論
存
在
的
に
、
了
解
す
る
-
}

正
に
必
〈
も
の
に
し

τ、
了
解
す
る
こ
Z
が
解
粋
か
ら
生
越
す
る
の
で
な
い
。
解
秤
は
了
解
さ
れ
た
る
も
の
を
認

知
す
る
ミ
己
で
な
〈

L
て
、
了
解
す
る
こ
ご
に
於
て
設
計
さ
れ
た
る
諸
可
能
性
を
精
練
す

ι
ニ
ご
で
あ
る
。

ハ
イ

f
ッ
が
!
氏
は
夫
よ
り
叫
制
神
山
岨
卑
L
Z
、
世
界
を
了
解
す
る
よ
と
に
就
て
探
究
し
て
肘
る
。
そ
う
し
て
同
氏
山
解
料
羽
説
明
白
正
旨
か
ら
且

て
、
同
氏
心
併
特
白
肌
ん
認
を
克
八
位
に

f
叫
す
る
こ
と
は
、
ん
だ
肝
裂
で
あ
る
が
、
此
曲
に
は
パ
仲
片
山
ほ
ん
由
一
叫
し
か
油
〈
る
保
山
は
な
い
。

夫
れ
直
近
在
者
は
常
に
委
胤
性
会
館
山
ら
了
解
苫
れ
る
。
併
し
委
属
性
会
健
は
主
題
的
解
稗
に
よ
り

τ、
明
白

に
把
捉
さ
山
'
Q
e
f
M
I
し
な
い
。
委
溺
性
会
慨
は
炉
、
る
解
蒋
に
よ
り
て
洞
昆
3
れ
た
時
で
も
、
再
び
隠
れ
た
る
了

解
に
落
も
込
h
u
o

そ
う
し
て
ま
さ
し
〈
か
、
る
様
相
に
於

τ、
委
嵐
性
会
慢
は
日
常
的
な
見
廻
は
す
解
蒋
の
本
質

...... 



質
在
に
於
り
る
了
解
占
有

JELτ
、
阪
に
了
解
さ
れ
た
る
委
属
性
会
館
へ
進
動
す
る
o

そ
う

L
て
了
解
さ
れ
て
居

的
基
本
で
あ
る
o

此
の
解
秤
は
嘗
商
に
は
一
の
先
所
有
(
巳
自

J
1
。
岳
山
町
。
)

に
基
い
て
居
る
。
号
れ
は
了
解
す
る

る
が
、
ま
だ
包
み
込
ま
れ
て
居
る
も
の
、
占
有
は
、
常
じ
一
一
的
見
地
の
下
で
之
を
露
は
に
さ
せ
る
作
用
に
よ
。

τ

成
就
き
れ
る
o

比
一
の
見
地
主
一
五
ム
は
了
解
さ
れ
て
居
る
も
の
が
、
依
て
以
℃
解
稗
き
る
可
き
も
の
を
、
回
定
す
る

も
の
で
ゐ
る
。
要
す
る
に
僻
粋
は
嘗
而
に
は
一
の
先
制
仙
(
向
山
口
内
〈
o
a
r
F
H
)
、
的
も
先
所
街
中
に
ご
b
容
れ
ら
れ
た

る
も
の
を
、

一
定
山
解
蒋
可
能
性
に
於

τ「
切
り
目
を
つ
り
る
」
も
の
に
基
〈

ωで
あ
る
。
先
所
有
に
於

τ保
有
吉

れ
、
「
先
制
制
的
」
に
測
は
れ
る
践
の
、
了
解
さ
れ
た
る
も
の
は
.
解
粋
に
よ
ち
て
概
念
的
t
な
る
。
解
粋
は
解
粋
さ

る
可
き
質
在
者
に
制
服
す
る
概
念
性
を
、
北
(
的
資
荘
者
其
物
か
ら
扱
み
正
る
。
然
か
ら

F
る
場
合
仁
は
、
其
の
質
在

者
が
そ
れ
的
資
K
H方
に
従
ふ
て
抗
抵
す
る
概
念
に
、

そ
れ
を
無
理
に
押
し
込
め
る
か
も
知
れ
な

ν。
何
れ
に
も

せ
よ
、

解
稗
は
常
仁
絡
属
的
に
か
又
は
保
留
的
に
か
、

7
U
A
り
概
念
性
を
承
認

L
て
居
る
。
要
す
る
に
解
稗
は

の
先
把
捉
(
の
5
0
J
~。認可日
3
に
恭
く
の
で
ゐ
品
。

或
物
「
と
し
て
」
山
或
物
内
解
柑
は
、
本
質
的
に
先
所
布
、
先
制
、
及
び
先
把
拠
に
よ
り
て
基
け
ら
れ
る
。
解
料
は
先
き
に
拠
へ
ら
れ
て
肘
る
も
白
白

無
前
定
的
犯
捉
て
な
い
。
然
ら
ば
此
山
「
先
」
(
寸
。
品
目
特
性
は
如
何
に
別
解
さ
る
可
き
か
@
吾
人
は
蝉
式
的
に
そ
れ
は
寸
先
天
的
な
る
も
の
」
て
あ
る

一一一，一一一

と
一
石
へ
は
、
夫
れ
で
充
分
〆
あ
る
か
。
青
々
が
呪
抗
北
の
非
本
的
な
る
班
論
存
在
的
な
る
も
の
と
し
て
附
明
せ
る
此
の
排
匙
は
、
何
故
点
了
解
す
る
こ

主
に
趨
骨
す
る
か
。
刷
心
さ
れ
た
る
も
の
に
、
あ
る
が
ま
誌
に
適
合
す
る
蕗
白
、
「
と
し
て
」
の
他
也
は
、
右
の
梼
誌
と
如
何
に
闘
係
す
る
か
。
此
白
現

象
は
「
H
々
」
に
分
割
さ
る
可
き
も
の
で
な
い
こ
止
は
明
白
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
は
一
白
根
源
的
分
苛

E
詐
さ
な
い
か
@
苦
々
は
品
、
る
現
象
を
寸
最
後

円
イ
4
7

ヲ
ガ

'ω閥、
U
諭
の
悲
離

五
九

L←←  
， . . ... . < ~ 



ρ

イ
ダ
ツ
ガ
ー
の
醐
心
菰
り
葛
礎

O 

の
も
り
」
と
し
て
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
仰
ほ
品
開
ら
ば
何
故
に
と
一
再
ふ
問
題
は
曲
目
る
。
或
は
了
解
す
る
ζ

と
同
「
先
L

排
越
と
、

解
縦
四
「
・
と
し
て
」
柿
培
と
位
、
設
計
白
現
象
と
一
白
瑚
論
存
在
的
本
位
論
的
櫛
結
を
示
し
て
居
ゐ
の
て
な
い
か
。
そ
う
し
て
此
の
事
は
副
賞
忠
由
扱
掠

的
組
織
に
遡
る
可
晶
、
ζ

と
を
指
示
す
る
の
で
な
い
か
。

』イ一
7
7

ガ
E

民
は
夫
よ
り
、
師
神
山
蹴
止
向
山
肱
川
・
と
し
て
寸
前
衰

(
b
o
〉
口
出
品
。
)
を
詳
し
{
叶
折
し
て
、
語
る
こ
と
(
白
目
。
同
旦
O
)

が
円
引
仙
在

性
A
び
了
解
す
る
に
と
と
、
珂
論
存
在
的
に
同
等
棋
源
的
な
る
も
山
な
る
と
と
、
及
wv
語
る
こ
と
は
「
共
所
「
由
貿
在
卸
ち
具
仙
在
刊
A
伊
了
解
す
る
こ

と
に
謝
し
て
、
椛
凶
的
で
あ
る
と
と
圭
史
明
L
て
肘
る
。
製
す
る
に
現
貨
在
は
語
る
賞
記
者
て
あ
る
ロ
そ
う
し
て
世
々
は
詩
ゐ
と
と
の
一
の
恭
本
的
到

車
引
方
を
、
他
山
請
現
象
と
嚇
結
さ
せ
て
手
引
き
と
な
L
、
以
て
杭
抗
在
の
日
首
位
畳
半
髄
論
的
に
一
層
根
源
的

ι陥
明
す
可
き
ど
あ
る
o

か
f
てハ

イ
デ
ツ
ガ
i
氏
は
あ
る
が
ま
ミ
山
内
白
羽
、
即
ち
「
共
所
」
由
民
在
山
解
明
白
第
二
白
“
事
と
A
る
、
「
品
尉
」
山
日
目
的
抗
ホ
H
A
V

割
引
神
山
雌
搭
を
諦
究

し
て
居
る
。

今
「
共
所
」
り
日
常
的
民
在
の
考
究
に
於

τ‘
先
づ
呈
出
す
可
き
問
題
は
、
世
界
内
在
が
目
前
的
な
る
も
の
ご
し

τ.
人
間
的
資
在
仕
方
工
於
℃
存
立
す
る
以
上
、
世
界
内
在
の
被
附
示
性
の
理
論
一
作
在
的
特
性
は
何
で
あ
る
か
己

一
五
ふ

ζ

ピ
で
ゐ
る
。
是
れ
い
現
質
在
は
長
初
に
又
大
抵
は
人
問
に
於
て
浸
入
し
、
人
聞
に
よ

hτ
制
御
苫
れ

τ居
る

hr
ら
で
あ
る
。
現
賞
在
は
投
入
さ
れ
た
る
世
排
内
在

E
bて
は
、
ま
き

L
〈
最
初
に
人
間
の
公
共
性
(
色
。
。
矛
ロ

己目。
rH日
目
円
)
に
投
入
さ
れ
て
居
る
の
で
、

そ
う
し
て
比

ω公
共
性
は
人
聞
の
特
殊
的
被
開
示
牲
を
意
味
す
る
も
の
に

外
な
ら
ぬ
。

了
解
す
る
こ
ご
が
、
第
一
次
的
に
現
賞
在

ω・
封
在
可
飽
ご
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
泊
ど
す
る
ご
、
現
封
在
は

人
間
己
し
て
、
そ
れ
の
質
在

ω如
何
な
る
諸
可
能
性
を
開
示
し
、
占
有
し
た
か
は
、
人
間
に
属
す
る
蕗
の
了
解
す

. 
'-..... ， 



る
こ
ど
及
び
解
秤
す
る
苧
』
ピ
の
分
析
か

ι、
推
定
寄
る
可
き
で
あ
る
。
然
る
に
此
等
の
諸
可
能
性
其
物
は
日
常
性

の
一
の
本
質
的
な
賞
在
傾
向
を
示
し
て
賠
る
。
そ
う
し
て
此

ω
貸
在
傾
向
は
、
本
情
論
的
に
充
分
に
解
明
さ
れ
る

ご
、
紡
局
現
質
在
山
り
一

ω根
源
的
質
在
仕
方
を
探
鉱
せ

F
る
を
符
な
い
。

ハ
イ
ダ
ッ
カ

i
氏
は
先
づ
人
聞
の
被
尉
一
小
一
刊
、
山
即
ち
語
る
こ
と
‘
見
る
ご
と
、
及
Hr
解
酬
押
す
る
こ
と
心
日
首
的
目
在
行
方
在
、
夫
れ
夫
れ
特
定
の
現

品
部
に
就
て
閣
制
せ
ん
と
し
、
語
る
と
と
の
日
常
的
民
主
“
方
と

L
て
談
ず
る
ζ

と

(
Z
S
C
2
0号
)
、
見
る
こ
と
の
日
泊
的
目
立
利
方
と
し
て
見
た
が

る
こ
と
、
戒
は
好
奇
心

(
L
M
m
z
m
C
同
市
品
、

H
A
W
V

解
脱
す
る
と
と
の
日
叫
的
抗
・
刊
行
方
と
し
て
股
肱
刊
宮
市

N
品
E
2
2叫
戸

E)
を
分
析
し
、
文
ニ
岩

田
…
附
係
を
究
明
し
て
肘
る
。
そ
う
し
て
挺
に
此
等
白
三
内
に
於
亡
、
又
此
年
三
者
山
山
花
的
聯
杭
に
於
て
、

H
首
刊
の
町
在
山
一
山
叫
本
仕
方
を
附
明

ピ'

し
て
居
る
が
、
赴
れ
印
ち
州
民
出
現
杭
在
山
肌
落
(
岳
ω
〈

q
pロ
自
己
田
口
a
o
E
ω
)
是
相
す
る
も
u

で
あ
る
。

A
T
此
監
に
現
質
在

ω陥
落
ご
云
ム
は
、
決
し
て
何
等

ω
倫
理
的
戒
は
文
化
背
格
的
作
伺
L
7
0

意
味
す
る
も

ω
で
な

-働

〈
、
純
粋
仁
現
民
在
的
本
開
論
的
瑚
論
む
什
花
的
緋
脱
出
合
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
夫
れ
談
守
る
-
』
ご
、
及
び

εれ

め
中
に
合
ま
れ
る
蕗

ω、
日
公
共
的
な
解
蒋
古
れ
て
ゐ
る
こ
ご
は
、
相
札
業
存

ω中
ド
構
成
苫
れ
て
居
る
o

談
争
る

-
』
ご
は
相
互
共
存
共
物
の
E

質
在
仕
方
に

L
て
、
外
か
ら
現
質
在
的
上
に
作
用
す
る
一
定
的
影
響
に
よ
h
て
、
始
め

て
生
超
す
る
も
の
で
な
い
1
0

そ
う
し
て
現
質
在
其
物
が
、
談
中
る
こ
正
及
び
日
公
共
的
に
解
蒋
苫
れ

τめ
る
こ
さ
に

於
て
、
人
間
に
浸
入
す
る
可
能
性
、
深
測
に
離
落
す
る
可
能
性
を
、
白
か
ら
強
め
奥
へ
て
居
る
ご
す
れ
ば
、
是
れ

"・ー--~咽喝"-句F守

現
質
在
は
離
落
へ
の
不
断
的
誘
惑
を
、

そ
れ
白
身
に
於
て
用
意
し
て
居
る
ご
云
ふ
こ
古
を
意
味
す
る
。
世
界
内
在

は
そ
れ
自
身
に
於

τ誘
惑
的
で
あ
る
。

ρ

イ
ヂ
ツ
ガ

1
白
関
心
論
の
基
礎

・.'.~ 



併
し
談
A
Y
る
こ
ど
及
び
陵
昧
な
る
こ
吉
、
総
て
を
見
た
総

τを
了
解
し
た
宝
石
ふ
・
】
己
は
、
現
質
在

ω被
開
示

ρ

イ
ヂ
ツ
ガ

1
山
岡
心
請
の
基
礎

プミ

性
が
現
官
在
に
‘

そ
れ
的
質
在
の
一
切
山
可
能
性
の
碓
質
性
、
周
一
貫
性
及
び
充
質
性
を
保
諮
し
得
る
蕗
の
隠
断
性

(
色
。
〈
耳
目
白
ロ
仲
間
nrroH
与
を
後
迭
さ
せ
る
。
人
間

ω
自
己
確
信
及
び
決
断
は
、
岡
有
の
具
情
在
的
な
了
解
す
る
こ

Z
に
関
し

τ、
敢

τ不
足
す
る
蕗
な
い
ご
云
ふ
念
を
盆
々
柑
大
吉
せ
る
o

そ
う
し
て
光
質
せ
る
奥
貨
な
る
「
生
活
」

仁
近
づ
き
、
之
を
替
ま
ん
ど
す
る
人
聞
の
臆
断
性
は
、
現
W
H
在
的
中
に
一
の
安
心
を
溺
ら
す
o

共
の
安
心
に
封
L

τは
、
総

τの
b
の
は
最
善
の
朕
般
に
於
て
存
し
、
総

τの
戸
が
聞
が
れ
て
居
-
る
の
で
あ
る
o

か
く
て
陥
落
す
る

世
界
内
在
は
、

ぞ
れ
自
身
で
誘
惑
す
る
さ
岡
叫
に
安
心
さ
せ
る
。

さ
れ
ど
此
の
非
闘
省
的
貿
在
に
於
り
る
安
心
以
、
沈
滞
及
び
飢
…
活
動
に
陥
ら
し
め
な
い
で
、
障
害
な

L
に
「
作

業
す
る
」
ニ
ご
に
押
し
準
め
る
o

世
界
ヘ
離
落
す
る
E

』
ご
は
、
休
止
Z
な
ら
な

ν
。
誘
感
的
安
心
は
愈
々
離
落
を

増
す
。
特
に
現
封
在
似
秤
に
闘
し
J
L
A
可
左
山
如
き
考
へ
が
現
は
れ
得
る
。
郎
も
最
古
も
総
泣
き
文
化

ω了
解
、
並

に
此
等

ω文
化
ご
自
分
の
文
化
ピ
の
「
総
合
」
は
、
現

nkー
の
徹
底
的
な
・
始
的
一
一
し
純
奥
な
附
明
に
導
〈
吉
一
五
ふ
こ

ぜ
で
あ
る
。
甚
に
活
放
な
「
見
た
が
る
-
』
己
」
(
穿
盤
心
・
好
奇
心
)
及
び
息
み
な
き
「
綿

τを
知
ら
ん
正
す
る
ニ

一一一一一

芭
」
は
、

一
の
普
温
的
現
質
在
了
解
な
刷
出
へ
る
が
如
き
似
を
呈
す
る
。
さ
れ
げ
と
根
本
的
に
は
、

一
穂
例
が
本
来
了

解
苫
る
可
き
で
ゐ
る
h
v
v
、
決
定
さ
れ
、
?
に
、
メ
間
以

μ
宇
に
残
っ
て
居
品
。
7
J
解
す
る
ニ
己
其
事
は
、

只
敢
闘

有
な
現
質
在
に
於
て
の
み
、
自
由
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
一
の
賞
在
可
能
で
あ
る
ニ
ご
が
、
了
解
さ
れ
宇
に
止
ま
つ

1 ・..' ，~ 



τ居
る
o
比
の
安
心
せ
る
、
総
て
を
織
で
ご
了
解
的
に
白
か
ら
比
較
す
る
こ
正
に
於
て
、
現
質
在
は

の
隔
遠

伊

笠
宮
開
口
広
げ
の
日
合
お
そ
札
に
於
て
最
固
有
な
賞
十
社
4
能
が
現
賀
在
に
謝
し
て
隠
〈
さ
れ
る
)
に
漂
着
す
る
。
か
く

τ離
落
す
る
世
界
内
花
は
よ
泌
惑
し
、
安
心
さ
せ
る
も
の
ご
し
し
、
同
時
に
隔
港
ず
る
の
で
あ
る
。

併
し
此
的
隔
遼
は
、
現
質
在
が
そ
れ
自
身
か
ら
‘
事
賃
上
切
り
附
さ
れ
る
ご
一
五
ふ
こ
Z
を
意
味
し
得
な
い
。
之

れ
に
反
し
て
比
山
隔
遠
は
現
資
在
を
械
端
な
る
「
自
己
分
裂
」
が
行
は
れ
る
一
の
質
在
仕
方
に
、
押
し
や
る
の
で
山

る
o

但
し
此
の
自
己
分
裂
は
、

ぞ
れ
仁
よ
り
て
生
寺
る
「
特
性
論
」
及
び
1

定
型
論
」
は
計
へ
切
れ
い
な
く
な
る
ほ
ど
、

一
切
の
解
蒋
可
能
性
に
於
1
行
は
れ
る
。
併
L
現
自
在
に
謝

L
て
手
、
れ
の
問
布
性
及
び
可
能
性
を
閉
鎖
す
る
此
の

隔
港
は
、
現
賞
在
ケ
ぞ
れ
自
身
で
な
い
質
花
者
に
引
き
渡
す

ω
で
な
〈
.

現
封
庇

ω非
同
有
性
、
現
山
川
↑
仕
そ
れ
白

身
の
一
の
可
能
的
資
在
仕
方
に
押
[
込

U
山
で
ゐ
る
o

か
〈
て
雌
落
の
誘
恭
し
、
安
心
さ
せ
る
陥
泣
は
、
現
質
在

を
ぞ
れ
の
特
有

ω不
安
定
.
動
指
に
於

τ、
そ
れ
自
身

ω
中
に
拘
関
さ
れ
る
も
の
ご
な
ら

L
め
る
。

右
に
述
べ

L
誘
惑
、
安
心
、
隔
法
及
び
白
己
拘
附
等
の
現
象
は
、
陥
落
ピ
云
ム
特
殊
な
E

封
在
仕
方
を
特
性
附
り

る
も
の
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
吾
々
は
号
れ
の
岡
有
の
賀
在
に
於
け
る
現
質
在
の
此
の
「
動
揺
」
を
、

墜
落
(
仏
日

〉
百
円
ロ
日
)
・
己
一
去
ふ
。
現
民
在
は
フ
J

れ
自
身
か
ら
そ
れ
自
身

ω中
に
、
非
岡
有
的
日
常
性
の
深
淵
H
A
ぴ
無
の
巾
に
墜

同・-示rで...~，"戸

落
す
る
o

品
川
し
此

ω
陪
段
落
は
公
共
的
な
解
秤
き
れ
て
あ
る
こ
ご
に
よ
h

t
、
現
質
在
に
隠
(
さ
れ
て
居
る
。
か
〈

て
現
質
在
は
「
日
計
勝
」
及
び
「
具
健
的
生
命
」
ご
し
て
解
蒋
苫
れ
て
居
る
。

ρ

イ
」
一
ア
ソ
ガ
ー
の
一
閥
心
諭
の
恭
礎

ノ、

、， ，-・.'.. 



ハ
イ
一
ア
ツ
ガ

l
白
附
心
論
。
基
礎

"~ /、

E昌

人
間
に
於
げ
る
非
困
有
的
資
在
り
深
淵
中
へ
又
深
淵
中
に
段
落
す
る
ご
一
一
ム
ム
蓮
動
仕
方
は
、
了
解
す
る
-
』
正

を
、
岡
有
的
論
可
能
性
金
設
計
す
る
'
」
ご
か
ら
絶
へ
宇
引
き
離
し
、

そ
う
し
て
総

τを
所
有
し
又
総

τに
到
達
せ

ん
ご
す
る
、
安
心
せ
る
臨
断
中
へ
引
量
込
む
。
そ
う
し
て
此
の
間
有
性
か
ら
絶
へ
宇
引
き
離
苫
れ
る
こ
ピ
、
、
し

か
も
人
附
中
へ
引
き
込
ま
れ
る
こ
己
仁
伶
な
ふ
て
怖
に
同
有
性
を
保
持
す
る
が
如
〈
に
説
信
す
る
こ
己
、
は
、
離

務
的
動
揺
を
渦
動
正
し
て
特
性
附
H
U

る
の
で
ゐ
る
。

以
上
論
越
せ
る
蕗
に
よ
り

τ、
現
質
在
に
本
質
的
に
崩
事
る
被
附
一
平
性
的
本
側
論
的
構
成
が
究
明
コ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
要
す
る
に
被
閥
一
不
性
的
貿
在
は
具
情
在
性
、
了
解
す
る
ニ
己
及
び
世
間
る
こ
ど
に
於

τ構
成
さ
れ
、
被
洲
一
不

性
の
目
指
的
資
在
仕
方
は
談
中
る
-
』
正
、
見
た
が
る
こ
と
及
び
阪
昧
性
に
よ
り
て
特
性
附
り
ら
れ
、
そ
う
し
て
共
等

の
も
の
は
誘
惑
、
安
心
、
師
法
及
び
拘
悶
等

ω本
質
的
諸
特
牲
を
町
長
有
す
る
陥
落
的
動
抗
性
を
表
示
す
る
の
で
あ
る
。

今
右
の
分
折
に
よ
り
て
現
封
在
り
瑚
論
存
在
的
組
織
の
会
健
が
、
大
慨
上
附
切
さ
れ
、
そ
う
し
て
附
心

(
E点
。
)
ご

L
τ
の
現
質
在
凶
質
在
的
「
包
括
的
」
解
秤
仁
謝
す
る
現
象
的
地
盤
戒
は
基
礎
が
、
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

川
イ
デ
ヅ
ガ

1
氏
は
以
上
辿
べ
京
市
り
し
が
如
、
ョ
思
怨
を
基
礎
ピ
[
て
、
同
氏
が
現
質
在

ω
質
在
ピ
見
品
関
心
を

←一一戸

論
遁
し

τ居
る
の
で
、
同
氏
的
関
心
論
は
上
越

ω
思
想
を
よ
く
了
解
し
て
置
く
に
非
ら
す
は
、
到
底
正
賞
に
又
深

〈
了
解
L
待
ら
れ
な
や
の
で
あ
る
o

是
れ
余
は
同
氏
的
関
心
諭
を
論
自
白
す
る
雌
備
ざ
し
て
、
本
稿
に
於
て
允
づ
右

の
基
礎
思
想
を
述
べ
た
所
以
で
あ
る
o
(昭
和
二
年
丸
月
七
日
}

， .‘.. ・


